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約6,400人の被災者が生活しているキャンプ村に、診療所
テントを設置した。ラプタ市街からは3マイル離れている。
テントには様々な形があり、これはブルーシートを工夫して

作られている。雨期の大雨に対応するために、床を20cmか
ら30cm高くしてある。一つのテントに7人から10人くらいが
生活している。
最初の3日間は日中の気温が40℃を超える乾期、4日目

に激しい大雨が断続的に降る雨期に突入した。日中の気温は
30℃半ば程度に落ち着いたが、湿度が90％以上あり、汗も
乾かない過酷な生活だった。

白い大きなテントが目印となり、多くの患者が集まってきた。3
マイルキャンプ内だけでなく、3時間歩いてきたとか、ボートで被
災した村から来たという患者もおり、様々な医療ニーズに対応した。

通訳（中央）を介して診察中の筆者。
4人の医師で5月31日から６月8日までの9日間
に、延べ1,202人の患者の診察を行った。
医療チームの日本人は23人で、医師は4人、看

護師7人（うち1人は助産師）、医療調整員6人、業
務調整員4人等で構成されている。松阪地区広域
消防組合消防本部の救急救命士の川村透さんも医
療調整員として参加した。
ほかにミャンマー人のミャンマー語―日本語の通訳

者7人や運転手十数人も活動をサポートしてくれた。

歩けない患者は、棒の間に布を渡して担がれてくる。
様々な疾患の患者がやってきた。下痢、脱水、栄養障害、上気道
炎（かぜ）、肺炎、結核、皮膚疾患、日本では見られないマラリア、
デング熱などの患者も日本の診療所を訪れた。

被災者キャンプ
（3マイルキャンプ）

診療所テント
の外で、診察
の順番を待つ
患者

診察風景

担いで運ばれる
患者

�

ミャンマーのサイクロン被害に対する医療活動
～国際緊急援助隊医療チームの団長として～

ミャンマー南部のデルタ地帯を5月2日から3日にかけてサイクロンが襲い、強風、大雨、高波のため被災
者は240万人、死亡者は8万人を超えるという大惨事が発生した。日本政府が医療チームを派遣し、南部デ
ルタ地帯のラプタで医療活動を実施した（事前調査：5月25日～29日、本隊：5月30日～ 6月11日）。

金井 要 救急救命九州研修所所長

5月24日夕方JICA/国際緊急援助隊事務局より、事前調査団団長の依頼があり、翌日夕方にはミャンマー
に飛んでいた。現地での協議が順調に進み、30日に医療チーム本隊が派遣された。6月11日に帰国するまで、
半月以上にわたりサポートしてくれた財団関係者に大変感謝している。
日常生活が破壊されキャンプ村で生活し、大変な苦しい生活を強いられている被災者が、1日も早く日常

生活に復帰できることを願っている（写真提供：国際協力機構）。
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特集「─岐阜県関市立旭ヶ丘中学校を取材して─」（詳細ｐ.8）

岐阜県関市における

応急手当普及啓発活動応急手当普及啓発活動



 

特集「─大阪千里メディカルラリーを取材して─」（詳細ｐ.10）
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大阪千里メディカルラリー大阪千里メディカルラリー



研修風景
救急救命東京研修所
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◆巻頭のことば

岡
本

保
消
防
庁
長
官

は
じ
め
に

救
急
業
務
は
、
昭
和
三
八
年
に
法
制
化

さ
れ
て
以
来
、
平
成
三
年
に
救
急
救
命
士

制
度
が
導
入
さ
れ
る
と
と
も
に
、
救
急
隊

員
の
行
う
応
急
処
置
範
囲
が
拡
大
さ
れ
る

等
、
安
心
・
安
全
な
社
会
を
確
保
す
る
国

民
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
救
急
現
場
及
び
搬
送
途
上
に
お

け
る
応
急
処
置
の
充
実
を
図
る
た
め
、
消

防
庁
と
し
て
は
、
都
道
府
県
等
に
お
け
る

拡
大
さ
れ
た
応
急
処
置
の
内
容
を
含
ん
だ

救
急
課
程
の
円
滑
な
実
施
や
救
急
振
興
財

団
等
に
お
け
る
救
急
救
命
士
の
着
実
な
養

成
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
諸
施
策
を
推
進
し

て
き
ま
し
た
。

現
状
と
課
題

近
年
の
救
急
救
命
士
に
よ
る
処
置
範
囲

の
拡
大
が
順
次
進
め
ら
れ
、
平
成
一
八
年

四
月
か
ら
は
、
薬
剤
投
与
も
開
始
さ
れ
て

お
り
、奏
功
事
例
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
処
置
範
囲
の
拡
大
の
前
提
と

な
る
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
体
制
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
全
国
各
都
道
府
県
・

地
域
に
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
議

会
が
設
置
さ
れ
る
と
と
も
に
、
平
成
一
九

年
五
月
に
は
、
先
進
事
例
の
情
報
交
換
等

に
よ
り
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
議

会
の
質
の
底
上
げ
を
目
指
す
全
国
メ
デ
ィ

カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
議
会
連
絡
会
の
第

一
回
会
合
が
、
全
国
の
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
協
議
会
が
一
堂
に
会
し
開
催
さ

れ
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

一
方
、救
急
需
要
の
増
大
に
よ
り
、地
域

に
よ
っ
て
は
、
救
急
要
請
現
場
の
直
近
の

救
急
隊
が
出
場
中
の
た
め
、
離
れ
た
署
の

救
急
隊
が
出
場
し
、
現
場
到
着
ま
で
時
間

を
要
す
る
事
案
も
発
生
し
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
一
九
年
八
月
末
に
奈
良
県

内
で
、
妊
婦
が
奈
良
県
と
大
阪
府
の
計
九

病
院
に
受
入
を
断
ら
れ
、
搬
送
後
に
死
産

と
な
っ
た
事
案
を
は
じ
め
、
全
国
的
に
救

急
搬
送
時
の
受
入
医
療
機
関
の
選
定
に
困

難
を
来
す
事
案
が
多
数
発
生
し
、
円
滑
な

救
急
搬
送
・
受
入
医
療
体
制
の
確
保
は
、

国
民
の
大
き
な
関
心
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
体
制
の

充
実
・
強
化

前
述
し
た
課
題
の
解
決
に
は
、
メ
デ
ィ

カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
議
会
の
果
た
す
べ

き
役
割
は
極
め
て
大
き
く
、
救
急
救
命
士

等
に
対
す
る
指
示
や
指
導
・
助
言
、
再
教

育
、
救
急
活
動
の
事
後
検
証
に
係
る
体
制

の
整
備
に
と
ど
ま
ら
ず
、
救
急
搬
送
の
あ

り
方
全
般
を
協
議
の
対
象
と
す
る
な
ど
、

そ
の
所
掌
事
務
を
拡
充
し
、
消
防
と
医
療

と
の
連
携
体
制
の
強
化
を
図
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協

議
会
の
設
置
は
、
現
在
、
消
防
庁
の
通
知

を
根
拠
と
し
て
い
ま
す
が
、
関
係
者
か
ら

法
的
位
置
付
け
の
明
確
化
が
必
要
で
あ
る

と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
救
急
業
務
に
関

し
て
は
、
消
防
機
関
が
市
町
村
に
属
し
、

医
療
機
関
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
が
所
管

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
協
議
会
を
さ

ら
に
実
効
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に
、
関

係
機
関
の
よ
り
強
固
な
連
携
の
あ
り
方
、

そ
の
制
度
的
位
置
付
け
等
協
議
会
の
今
後

の
あ
り
方
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
消
防
庁
で
は
、
平
成

二
〇
年
度
救
急
業
務
高
度
化
推
進
検
討
会

に
お
い
て
、
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

体
制
の
充
実
・
強
化
に
向
け
た
検
討
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

結
び救

急
業
務
に
対
す
る
国
民
の
期
待
は
ま

す
ま
す
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
消
防
庁
と

し
て
は
、
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
体

制
の
充
実
・
強
化
を
は
じ
め
と
し
た
諸
課

題
の
解
決
に
向
け
、
都
道
府
県
、
全
国
の

消
防
機
関
等
関
係
機
関
と
連
携
し
、
プ
レ

ホ
ス
ピ
タ
ル
・
ケ
ア
の
充
実
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
救
急
業
務
の
更
な
る
高
度
化
を

図
る
に
は
、
救
急
振
興
財
団
を
は
じ
め
、

救
急
救
命
士
を
養
成
す
る
諸
機
関
の
役
割

が
重
要
と
な
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
救
急

救
命
士
も
含
む
救
急
隊
員
の
教
育
に
よ
り

一
層
の
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

救
急
業
務
の
現
状
と

メ
ディ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
体
制
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■
北
欧
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
学
ぶ
■

二
〇
〇
六
年
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
義
務
教
育
七
年

生
（
一
二
歳
）
約
六
万
人
を
対
象
に
「
心
肺
蘇
生
法

訓
練
用
キ
ッ
ト
」
を
配
布
し
、
講
習
を
行
う
と
と
も

に
、
受
講
し
た
生
徒
が
約
一
四
万
人
の
家
族
に
心
肺

蘇
生
法
を
教
え
た
と
い
う
。

こ
の
こ
と
は
、
昨
年
一
一
月
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
救

急
医
療
現
場
を
視
察
し
た
岐
阜
大
学
の
小
倉
真
治
教

授
に
よ
り
、
同
教
授
が
常
務
理
事
を
務
め
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
岐
阜
救
急
災
害
医
療
研
究
開
発
機
構
」
の
日

野
晃
紹
理
事
長
（
関
中
央
病
院
副
院
長
）
を
通
じ
、

関
市
の
尾
藤
義
昭
市
長
に
伝
え
ら
れ
た
。

関
市
で
は
早
速
、
教
育
委
員
会
を
中
心
に
、
同
様

の
取
り
組
み
を
導
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
協
議
が
行

わ
れ
、
今
年
三
月
に
は
市
教
育
委
員
会
が
約
三
二
〇 

万
円
の
予
算
を
計
上
し
た
。

取
り
組
み
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
習
い
、
市
内
の
中

学
一
年
生
全
員
を
対
象
と
す
る
こ
と
と
し
、
四
月
に

は
、
訓
練
用
キ
ッ
ト
の
配
布
を
開
始
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
ま
た
講
習
は
、
ま
ず
担
任
の
教
師
に
対
し
て

指
導
の
た
め
の
一
時
間
半
の
講
習
を
行
い
、
そ
の
後

五
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
、
市
内
の
全
一
一
校
の
講

習
を
進
め
る
、
と
い
う
こ
と
と
な
っ
た
。

■
旭
ヶ
丘
中
学
校
で
の
講
習
風
景
■

一
一
校
の
中
で
最
後
の
講
習
が
行
わ
れ
た
の
が

旭
ヶ
丘
中
学
校
。
朝
一
番
の
授
業
（
五
〇
分
）
は
体

育
館
で
、二
ク
ラ
ス
約
八
〇
人
を
集
め
て
行
わ
れ
た
。

講
習
に
は
教
師
、
指
導
者
の
ほ
か
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
は

日
本
有
数
の
清
流
と
し
て
、
ま
た
鵜
飼
で
も
よ
く
知
ら
れ
る
長
良
川
。
そ
の
長
良
川
を
挟
む
濃
尾
平
野
の
北
端

に
、
鎌
倉
時
代
よ
り
脈
々
と
受
け
継
が
れ
る
刀
匠
と
刃
物
の
町
、
岐
阜
県
関
市
が
あ
る
。

こ
こ
関
市
で
は
、
市
内
一
一
校
の
中
学
一
年
生
約
九
〇
〇
人
全
員
を
対
象
に
「
心
肺
蘇
生
法
訓
練
用
キ
ッ
ト
」

を
配
布
し
、
地
域
一
丸
と
な
っ
て
生
徒
へ
の
講
習
・
指
導
を
進
め
、
さ
ら
に
生
徒
か
ら
地
域
へ
そ
の
取
り
組
み
を

広
め
る
、
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
試
み
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
回
は
、
七
月
二
日
に
行
わ
れ
た
関
市
立
旭
ヶ
丘
中
学
校
で
の
講
習
の
模
様
を
取
材
す
る
と
と
も
に
、
冨
成
孝

志
校
長
先
生
、
関
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
塚
原
紀
子
主
任
主
査
と
指
導
員
の
方
々
に
お
話
を
伺
っ
た
。

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

■
パ
ー
ト
１

救 

急

岐
阜
県
関
市
に
お
け
る
応
急
手
当
普
及
啓
発
活
動

─
岐
阜
県
関
市
立
旭
ヶ
丘
中
学
校
を
取
材
し
て
─

文―

編
集
委
員

坂
上

傑
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じ
め
保
護
者
の
方
々
も
十
数
名
、
応
援
に
駆
け
付
け

た
。講

習
は
、
時
間
ど
お
り
に
始
ま
っ
た
。

体
育
係
の
生
徒
と
先
生
、
指
導
者
の
挨
拶
の
後
、

照
明
が
フ
ェ
ー
ド
ア
ウ
ト
し
て
い
く
。
や
が
て
ス
ク

リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
映
像
は
、
写
真
の
中
の
、

笑
顔
の
少
女
。
時
は
二
〇
〇
二
年
。
一
六
年
と
い
う

は
か
な
い
命
の
結
末
は
、
そ
の
少
女
の
母
親
の
回
想

を
交
え
、語
ら
れ
る
。
少
女
の
あ
ど
け
な
い
笑
顔
が
、

見
る
者
の
心
を
揺
さ
ぶ
る
。
そ
し
て
物
語
は
、
愛
知

万
博
で
倒
れ
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
り
命
を
救
わ
れ
た
四
二

歳
の
男
性
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
。
素
晴
ら
し
い
救

命
の
リ
レ
ー
…
…
。
し
か
し
同
時
に
、
な
ん
と
無
情

な
こ
と
か
。
愛
す
る
我
が
子
を
失
っ
た
母
親
は
そ
の

一
年
一
〇
ヶ
月
後
に
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
」
の
存
在
を
知
る
こ

と
と
な
る
。「
あ
の
時
、も
し
近
く
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
あ
っ

た
ら
…
…
」、「
も
し
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
え
る
人
が
近
く
に

い
た
ら
…
…
」、
少
女
の
母
親
の
言
葉
は
、
思
春
期

を
迎
え
た
ば
か
り
の
生
徒
の
心
を
摑
ん
で
離
さ
な

い
。
母
親
は
続
け
る
。「
二
度
と
、
同
じ
よ
う
な
事

が
起
こ
ら
な
い
で
欲
し
い
。」
す
べ
て
、
実
話
で
あ

る
。約

五
分
間
の
物
語
の
後
、
舞
台
は
現
在
に
戻
さ
れ

る
。「
心
肺
蘇
生
法
訓
練
用
キ
ッ
ト
」
を
活
用
し
た

実
技
講
習
だ
。
付
属
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
映
像
が
ス
ク
リ
ー

ン
に
映
さ
れ
、
キ
ッ
ト
の
使
用
方
法
か
ら
心
肺
蘇
生

法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
ま
で
、
懇
切
丁
寧
な
説
明

は
、
体
験
型
に
な
っ
て
い
る
。
ス
ク
リ
ー
ン
で
学
ん

だ
生
徒
達
が
一
斉
に
胸
骨
圧
迫
を
行
う
と
、
一
糸
乱

れ
ぬ
ク
リ
ッ
カ
ー
音
が
体
育
館
に
響
く
。
中
濃
消
防

組
合
の
救
急
隊
員
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
岐
阜
救
急
災
害

医
療
研
究
開
発
機
構
」
の
看
護
師
、
先
生
、
そ
し
て

救
命
講
習
受
講
歴
の
あ
る
保
護
者
の
方
々
ま
で
が
、

生
徒
の
隊
列
の
中
で
巡
回
指
導
を
行
う
。
大
変
熱
の

こ
も
っ
た
指
導
だ
。
生
徒
は
一
様
に
真
剣
な
面
持
ち

で
、
額
は
う
っ
す
ら
と
汗
ば
ん
で
い
く
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、約
三
五
分
間
で
終
了
。
よ
く
見
る
と
、

生
徒
達
が
使
用
す
る
キ
ッ
ト
に
は
ク
ラ
ス
名
、
氏
名

が
自
筆
で
し
っ
か
り
と
記
さ
れ
て
い
た
。

最
後
に
、
指
導
者
の
講
評
、
生
徒
の
感
想
を
受
け
、

先
生
が
ま
と
め
て
授
業
は
終
了
す
る
。

■
授
業
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
ス
タ
ー
ト
■

塚
原
主
査
は
語
る
。「
こ
の
講
習
は
、
単
な
る
完

結
型
の
技
術
指
導
で
は
な
い
。
中
学
一
年
生
と
い
う

多
感
な
時
期
に
、
命
の
大
切
さ
、
生
命
の
尊
厳
に
つ

い
て
考
え
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
講
習
で
学
ん
だ
こ

と
を
家
や
地
域
に
持
ち
帰
っ
て
教
え
る
こ
と
で
、
救

命
の
裾
野
を
広
げ
、
地
域
全
体
の
救
命
率
ア
ッ
プ
に

つ
な
げ
る
こ
と
も
狙
い
と
し
て
い
る
。」

実
際
、
講
習
後
「
二
週
間
以
内
に
、
保
護
者
な
ど

二
人
以
上
に
心
肺
蘇
生
法
を
教
え
る
こ
と
。」
と
い

う
宿
題
が
生
徒
に
課
さ
れ
る
。

■
指
導
者
の
声
■

「
こ
の
授
業
で
は
、
な
ぜ
胸
の
真
ん
中
を
押
す
の

か
、
な
ど
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
教
え
て
い
ま
せ
ん

が
…
…
」
当
日
、
指
導
に
あ
た
っ
た
青
山
香
都
子
先

生
、
野
口
公
輔
先
生
、
中
濃
消
防
組
合
消
防
本
部
の

早
川
好
美
救
命
士
に
聞
い
た
。「
そ
う
い
っ
た
こ
と

は
、
保
健
体
育
の
授
業
等
、
し
っ
か
り
時
間
が
確
保

で
き
る
場
で
教
え
る
つ
も
り
で
あ
る
。
む
し
ろ
こ
の

年
齢
の
子
供
達
に
は
、
命
の
大
切
さ
や
助
け
合
い
の

精
神
な
ど
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
の
意
義
の
方
が
大

き
い
。
ま
ず
は
、
助
け
る
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
大
事
。
ま
た
、
短
い
時
間
で
救
命
の
エ

キ
ス
は
効
率
的
に
教
え
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
。」
と
語
る
。

■
感
想
■

授
業
終
了
後
に
、生
徒
に
感
想
を
聞
い
た
。「
思
っ

た
よ
り
も
シ
ン
プ
ル
で
、簡
単
に
で
き
た
。」、「
お
父
さ

ん
と
か
お
母
さ
ん
に
も
教
え
ら
れ
る
と
思
う
。」
一

方
、「
あ
の
力
で
胸
を
押
し
続
け
て
も
、
骨
は
折
れ

な
い
ん
で
す
か
。」と
い
う
、素
朴
な
質
問
も
あ
っ
た
。

最
後
に
こ
う
聞
い
た
。「
も
し
、
自
分
の
周
り
で

人
が
倒
れ
た
ら
、
実
際
に
勇
気
を
も
っ
て
対
処
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
か
。」
す
る
と
、「
で
き
ま
す
！
」

と
元
気
な
返
事
が
返
っ
て
き
た
。

市
内
の
別
の
中
学
校
で
既
に
宿
題
を
終
え
た
生
徒

や
そ
の
家
族
の
感
想
と
し
て
は
、「
母
も
弟
も
一
生
懸

命
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
を
覚
え
よ
う
と

し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。」や
、「
昔
と
違
っ
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
い
う
も
の
が
あ
る

事
を
知
り
ま
し
た
。
ま
た
子
供
か
ら
教
え
て
も
ら
う

つ
も
り
で
す
。」
な
ど
と
いっ
た
声
が
挙
げ
ら
れ
た
。

■
親
子
の
絆
■

最
後
に
、冨
成
孝
志
校
長
先
生
に
お
話
を
伺
っ
た
。

「
親
子
の
絆
が
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
る
中
、
こ
れ

を
機
に
、
親
子
が
じ
っ
く
り
会
話
を
し
た
り
、
共
に

学
ぶ
こ
と
で
、
親
子
の
関
係
づ
く
り
に
プ
ラ
ス
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
ま
た
、
単
な
る
救
命
率

ア
ッ
プ
だ
け
で
な
く
、
人
を
思
い
や
る
心
を
育
み
、

自
殺
や
い
じ
め
を
防
ぐ
こ
と
に
も
結
び
つ
い
て
く
れ

れ
ば
い
い
。
本
当
に
良
い
き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ

て
感
謝
し
て
い
る
。」

関
の
刃
物
は
昔
か
ら
「
折
れ
ず
曲
が
ら
ず
」。
関

市
の
子
供
達
は
伝
統
の
名
産
品
の
よ
う
な
強
い
心
と

大
人
達
の
温
か
い
支
援
に
よ
り
、
命
を
守
る
、
地
域

の
架
け
橋
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
そ
の
伝
統
に
恥
じ

ぬ
活
躍
を
続
け
る
で
あ
ろ
う
。
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情報
Topics

メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
リ
ー
と
は
、
医
師
、
看
護
師
、
救
急
救
命
士
が
チ
ー
ム
を
組
み
、
シ
ナ
リ
オ
に
沿
っ

た
演
技
を
す
る
模
擬
患
者
に
対
し
て
、
規
定
時
間
内
に
必
要
な
処
置
を
行
い
、
そ
の
行
為
を
ジ
ャ
ッ

ジ
が
評
価
・
採
点
し
て
い
く
コ
ン
テ
ス
ト
で
あ
る
。
大
阪
府
済
生
会
千
里
病
院
で
は
、
平
成
一
四
年

一
〇
月
に
、
国
内
初
の
メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
リ
ー
を
開
催
し
、
以
来
、
全
国
か
ら
の
参
加
チ
ー
ム
を
交
え

て
毎
年
開
催
し
て
い
る
。

千
里
に
お
け
る
メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
リ
ー
に
つ
い
て
、
運
営
責
任
者
で
あ
る
同
病
院
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
の
林
靖
之
副
セ
ン
タ
ー
長
に
お
話
を
伺
っ
た
。

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

■
パ
ー
ト
２

救 

急

─
大
阪
千
里
メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
リ
ー

を
取
材
し
て
─

文―

編
集
委
員

高
山

俊
幸

■
国
内
初
の
メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
リ
ー

メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
リ
ー
は
チ
ェ
コ
共
和
国
で
一
九
九
七

年
に
開
催
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。
開
催
当
時
は
国

内
参
加
者
の
み
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
は
、
国

際
競
技
と
し
て
開
放
さ
れ
た
。
当
時
、
筑
波
メ
デ
ィ
カ
ル

セ
ン
タ
ー
に
勤
務
し
て
い
た
大
橋
教
良
医
師
（
現
・
帝
京

平
成
大
学
現
代
ラ
イ
フ
学
部
教
授
）
が
、
チ
ェ
コ
共
和
国

の
知
人
か
ら
誘
い
を
受
け
、
二
〇
〇
一
年
大
会
に
日
本
人

と
し
て
初
め
て
参
加
し
た
。

二
〇
〇
二
年
に
、
大
橋
医
師
か
ら
の
誘
い
を
受
け
た
千

里
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
医
師
・
看
護
師
が
日
本
チ
ー
ム

を
編
成
し
て
同
ラ
リ
ー
に
再
度
参
加
し
て
い
る
。
こ
の
有

意
義
な
経
験
か
ら
、「
こ
れ
は
日
本
で
も
開
催
し
な
け
れ

ば
」
と
判
断
し
た
林
副
セ
ン
タ
ー
長
は
、
同
年
秋
に
は
大

阪
府
下
六
チ
ー
ム
の
参
加
を
加
え
て
、
国
内
初
の
メ
デ
ィ

カ
ル
ラ
リ
ー
を
開
催
す
る
に
至
っ
た
。

現
在
、
大
阪
千
里
メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
リ
ー
の
運
営
統
括
を

さ
れ
て
い
る
林
副
セ
ン
タ
ー
長
は
、
温
か
な
笑
顔
を
絶
や

す
こ
と
な
く
、
会
場
内
を
飛
び
回
っ
て
い
た
。

「
参
加
者
に
は
、
救
急
医
療
は
現
場
か
ら
始
ま
っ
て
い

る
こ
と
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
重
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。」
と
語
る
林
副
セ
ン
タ
ー
長
に
、

準
備
で
大
変
な
こ
と
は
何
か
を
尋
ね
る
と
、「
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
用
に
空
い
て
い
る
場
所
を
探
す
こ
と
が
一
番
大

変
で
し
た
ね
。」。

許
可
を
得
る
ま
で
に
は
、
様
々
な
苦
労
が
あ
る
よ
う

だ
。
確
か
に
、
駅
に
隣
接
し
た
商
店
街
や
高
層
ビ
ル
敷
地

内
な
ど
、
ご
く
普
通
に
人
が
行
き
交
う
と
こ
ろ
に
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
競
技
が

で
き
る
の
も
、
林
副
セ
ン
タ
ー
長
の
交
渉
の
賜
物
な
の

だ
。今

回
取
材
し
た
第
七
回
大
阪
千
里
メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
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リ
ー
は
一
〇
時
開
始
、
一
七
時
終
了
。
だ
が
、
競
技
後
の

集
計
、
講
評
を
含
め
る
と
一
九
時
終
了
と
な
る
。
ま
さ
に

一
日
が
か
り
の
競
技
大
会
で
あ
る
。

■
工
夫
を
凝
ら
し
た
想
定
シ
ナ
リ
オ

シ
ナ
リ
オ
内
容
は
、
な
か
な
か
複
雑
だ
。
基
本
的
な
設

定
を
林
副
セ
ン
タ
ー
長
が
考
え
、
各
会
場
責
任
者
た
ち
が

そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
凝
ら
し
、
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
る
。
一
見

シ
ン
プ
ル
に
見
え
る
心
肺
停
止
の
要
救
助
者
も
、
そ
の
周

囲
の
環
境
や
、
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
か
ら
の
情
報
に
よ
っ

て
、
結
果
が
変
わ
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
競
技
終

了
後
に
行
わ
れ
る
講
評
が
重
要
な
も
の
と
な
る
。
参
加
者

が
見
落
と
し
て
い
た
ポ
イ
ン
ト
（
あ
え
て
そ
れ
を
設
定
し

て
い
る
）
や
、
今
後
注
意
す
べ
き
こ
と
を
指
摘
し
て
い
く

が
、
大
阪
ら
し
い
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
講
評
に
対
し
、
会

場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
た
。

  

想
定
シ
ナ
リ
オ

Ｓ
ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
１

二
次
ト
リ
ア
ー
ジ

責
任
者
：
伊
藤
Ｄ
ｒ
／
坪
田
Ｐ
ｍ
（
豊
崎
公
園
）

新
御
堂
筋
高
架
か
ら
バ
ス
が
地
面
に
転
落
し
、
一
〇
名

が
負
傷
。
す
べ
て
ト
リ
ア
ー
ジ
タ
ッ
グ
は
赤
。
こ
れ
ら
の

傷
病
者
に
対
し
て
緊
急
処
置
を
実
施
し
、
優
先
搬
送
患
者

四
名
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｓ
ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
２

ヘ
リ
墜
落
事
例

�

責
任
者
：
日
宇
Ｄ
ｒ
／
金
谷
Ｐ
ｍ
（
ラ
マ
ダ
ホ
テ
ル
宴

会
場
）

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
墜
落
し
、
市
民
二
名
が
巻
き
込
ま
れ

た
。
市
民
に
対
し
て
緊
急
処
置
を
し
な
が
ら
、
ヘ
リ
ク

ル
ー
に
対
し
て
緊
急
救
出
の
必
要
性
を
判
断
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

Ｓ
ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
３

突
然
の
急
変
事
例

�

責
任
者
：
岸
本
Ｄ
ｒ
／
奥
谷
Ｐ
ｍ
（
ピ
ア
ス
タ
ワ
ー
前

広
場
）

病
院
に
て
入
院
中
の
患
者
。
認
知
症
に
て
院
外
徘
徊
中

に
突
然
動
け
な
く
な
っ
た
。
重
症
心
原
性
シ
ョ
ッ
ク
で
あ

り
緊
急
治
療
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｓ
ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
４

突
然
の
心
停
止
事
例

責
任
者
：
小
林
Ｄ
ｒ
／
里
Ｐ
ｍ
（
宝
塚
造
形
大
学
二
階
）

仕
事
中
に
男
性
が
突
然
倒
れ
た
と
い
う
設
定
。
近
く
に

あ
っ
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
す
で
に
三
回
電
気
シ
ョ
ッ
ク
が
実
施

さ
れ
て
い
た
が
、
Ｖ
Ｆ
が
継
続
し
て
お
り
、
薬
剤
投
与
等

も
含
め
た
高
度
救
命
処
置
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

Ｓ
ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
５

交
通
事
故
外
傷
事
例

�

責
任
者
：
一
柳
Ｄ
ｒ
／
米
田
Ｐ
ｍ
（
宝
塚
造
形
大
学
運

動
場
）

青
年
が
運
転
す
る
二
人
乗
り
バ
イ
ク
が
暴
走
中
に
子

供
を
は
ね
、
そ
の
際
に
バ
イ
ク
も
転
倒
し
側
壁
に
激
突
し

た
。
子
供
は
Ｃ
Ｐ
Ａ
、
青
年
二
人
は
多
発
外
傷
に
よ
る

シ
ョ
ッ
ク
状
態
。
す
ぐ
に
緊
急
処
置
を
実
施
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

Ｓ
ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
６

多
数
傷
病
者
発
生
事
例

�

責
任
者
：
長
谷
川
Ｄ
ｒ
／
安
本
Ｎ
ｓ
／
岩
澤
Ｎ
ｓ
（
Ｊ

Ｒ
西
日
本
本
社
駐
車
場
）

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
衝
突
事
故
で
バ
ス
の
乗
客
が
多
数

負
傷
。
競
技
者
は
第
一
隊
の
救
急
隊
と
な
り
現
場
到
着
し

た
。
そ
こ
か
ら
多
数
傷
病
者
対
応
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

Ｓ
ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
７

突
然
の
急
変
事
例

�
責
任
者
：
師
岡
Ｄ
ｒ
／
中
井
Ｐ
ｍ
（
阪
急
三
番
街
一
階

空
ス
ペ
ー
ス
）

四
〇
代
男
性
。
歩
行
中
に
突
然
の
状
態
悪
化
の
た
め
救

急
要
請
あ
り
。
最
初
の
意
識
レ
ベ
ル
は
Ｊ
Ｃ
Ｓ
一
桁
だ

が
、
そ
の
後
意
識
レ
ベ
ル
が
急
激
に
悪
化
す
る
。
十
分
な

観
察
の
後
に
必
要
な
緊
急
処
置
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

■
全
国
に
ひ
ろ
が
る
種

参
加
チ
ー
ム
は
二
〇
チ
ー
ム
・
一
三
四
名
（
大
阪
市
立

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
救
急
セ
ン
タ
ー
、
公
立
豊
岡
病
院
但

馬
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
、
八
戸
市
立
市
民
病
院
、
淀
川
キ

リ
ス
ト
教
病
院
、
聖
隷
三
方
原
病
院
救
急
救
命
セ
ン

タ
ー
、
沖
縄
県
立
中
部
病
院
、
富
山
大
学
救
急
・
災
害
医

学
、
大
阪
医
科
大
学
、
第
二
岡
本
総
合
病
院
、
長
浜
赤
十

字
病
院
、
兵
庫
県
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
、
大
阪
府
立
中
河

内
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
、
ベ
ル
ラ
ン
ド
総
合
病
院
（
ラ

リ
ー
開
催
時
は
、
近
畿
大
学
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
）、
安

城
更
生
病
院
、
大
阪
府
三
島
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
、
島
根

県
立
中
央
病
院
、
川
崎
市
立
川
崎
病
院
、
順
天
堂
大
学
練

馬
病
院
、
済
生
会
千
里
病
院
千
里
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）。

今
回
の
競
技
結
果
は
、
次
の
と
お
り
。

１
位�

６
Ｓ
（
済
生
会
千
里
病
院
千
里
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
）

２
位�

か
わ
さ
き
に
っ
か
ぼ
っ
か
ー
ず
（
川
崎
市
立
川

崎
病
院
）

３
位�

八
戸
イ
カ
す
隊
（
八
戸
市
立
市
民
病
院
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
）

近
畿
み
っ
く
す
ジ
ュ
ー
ス
（
大
阪
医
科
大
学
）

特
筆
す
べ
き
は
、
三
五
〇
名
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

人
数
だ
。
メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
リ
ー
の
た
め
に
、
大
勢
の
人
が

支
え
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
模
擬
患
者
と
し
て

の
迫
真
の
演
技
や
、
参
加
者
の
緊
張
を
ほ
ぐ
し
な
が
ら
の

エ
リ
ア
誘
導
な
ど
、
心
の
こ
も
っ
た
も
の
に
感
動
を
覚
え

た
。参

加
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
感
想
を
尋
ね
て
み
る
と
、

と
に
か
く
有
意
義
で
素
晴
ら
し
い
も
の
だ
と
感
動
の
面

持
ち
で
答
え
て
く
れ
た
。

「
地
元
で
も
ぜ
ひ
開
催
し
た
い
と
思
う
。」、「
去
年
は

チ
ー
ム
参
加
で
し
た
。
と
て
も
素
晴
ら
し
い
も
の
だ
か

ら
、
去
年
か
ら
う
ち
で
も
開
催
し
て
い
ま
す
。」

メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
リ
ー
に
感
動
し
た
最
た
る
例
と
し
て
、

Ｓ
ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
２
の
責
任
者
・
日
宇
医
師
が
い
る
。
昨

年
、
長
崎
チ
ー
ム
で
大
阪
千
里
メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
リ
ー
に
参

加
し
た
際
、
感
銘
を
受
け
た
あ
ま
り
に
、
大
阪
府
済
生
会

千
里
病
院
に
転
職
し
て
き
た
と
い
う
。

メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
リ
ー
で
提
供
さ
れ
た
経
験
や
感
動
は
、

確
実
に
全
国
に
広
が
っ
て
い
る
。
そ
し
て
ま
た
、
大
阪
に

新
た
な
人
材
を
得
る
機
会
に
も
な
っ
て
い
る
。
そ
の
可
能

性
の
大
き
さ
は
計
り
知
れ
な
い
。
今
後
、
メ
デ
ィ
カ
ル
ラ

リ
ー
開
催
地
は
さ
ら
に
増
え
て
い
く
だ
ろ
う
。
常
に
リ
ー

ド
す
る
存
在
と
し
て
、
大
阪
千
里
メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
リ
ー
の

今
後
に
さ
ら
に
期
待
が
ふ
く
ら
む
。
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■
基
礎
医
学
講
座

硫
化
水
素
中
毒
に
対
す
る

危
機
管
理

は
じ
め
に

二
〇
〇
八
年
に
入
り
、
硫
化
水
素
に
よ
る
自
殺
が
急
増
し

て
い
る
。
警
察
庁
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
八
年
一
〜
五
月
末
で

硫
化
水
素
に
よ
る
自
殺
は
四
八
九
件
、
五
一
七
人
で
、
前
年

の
二
七
件
、
二
九
人
か
ら
急
増
し
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
硫
化
水
素
に
よ
る
自
殺
の
特
徴
は
、
練
炭
自
殺
と

同
様
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
の
拡
散
に
よ
る
だ
け
で
な

く
、
硫
化
水
素
ガ
ス
の
発
生
に
よ
り
発
生
現
場
で
重
大
な
二

次
被
害
を
起
こ
す
可
能
性
が
高
く
、
発
見
者
や
家
族
、
周
辺

住
民
を
巻
き
込
み
、
救
急
・
救
助
者
に
も
危
害
が
及
ぶ
危
険

性
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
表
１
⑴

に
示
す
よ
う
に
、
二
〇
〇
八
年
四
月

以
降
、
内
閣
府
を
軸
に
、
警
察
庁
、
消
防
庁
、
厚
生
労
働
省
、

農
林
水
産
省
等
の
各
省
庁
だ
け
で
な
く
、
学
会
や
薬
剤
師
会

等
の
関
連
学
界
も
危
機
管
理
対
策
を
講
じ
て
き
た
。

本
稿
で
は
、
硫
化
水
素
中
毒
の
原
因
、
毒
性
と
病
態
、
病

院
前
及
び
病
院
内
の
対
応
に
つ
い
て
概
説
し
、
事
例
を
通
し

て
危
機
管
理
の
問
題
点
を
検
討
す
る
。

Ａ

硫
化
水
素
の
発
生
原
因

硫
化
水
素
は
、
硫
黄
を
含
む
有
機
物
が
嫌
気
的
環
境
下
で

細
菌
に
よ
り
分
解
さ
れ
る
と
き
に
発
生
す
る
た
め
、
有
機
物

が
多
い
マ
ン
ホ
ー
ル
、
下
水
道
、
地
下
工
事
現
場
、
沼
地
、

廃
棄
物
等
の
処
理
場
、
製
紙
工
場
、
魚
の
加
工
処
理
場
な
ど

で
発
生
す
る
。
ま
た
、
工
場
の
事
故
や
火
山
・
硫
黄
泉
（
硫

化
水
素
泉
）
に
よ
り
発
生
す
る
ほ
か
、
近
年
は
人
為
的
に
発

生
さ
せ
自
殺
の
手
段
と
な
っ
て
い
る
。

⑴

工
場
の
事
故

石
油
精
製
工
場
で
の
脱
硫
装
置
の
異
常
に
よ
り
硫
化
水
素

が
漏
れ
る
事
故
が
し
ば
し
ば
発
生
し
て
い
る
。硫
化
水
素
は
、

化
学
工
場
に
お
い
て
、
硫
黄
を
含
む
化
合
物
（
硫
酸
、
亜
硫

酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
そ
の
他
の
硫
化
物
）
と
酸
、
ア
ル
カ
リ
等

が
反
応
し
発
生
す
る
。

⑵

汚
水
・
廃
棄
物
処
理

汚
水
・
廃
棄
物
処
理
、
汚
泥
処
理
、
そ
の
他
硫
黄
を
扱
う

施
設
で
の
事
故
で
硫
化
水
素
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
る
。

⑶

地
下
工
事

マ
ン
ホ
ー
ル
、
下
水
道
、
タ
ン
ク
内
で
、
有
機
物
の
分
解

に
よ
り
、
硫
化
水
素
、
メ
タ
ン
等
が
発
生
し
、
硫
化
水
素
中

毒
や
酸
欠
症
の
原
因
と
な
る
。

⑷

火
山
、
温
泉

硫
化
水
素
は
火
山
ガ
ス
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
硫
黄
温
泉
地

で
温
泉
客
が
死
亡
す
る
事
故
が
絶
え
な
い
。

⑸

自
殺

最
近
増
加
し
て
い
る
硫
化
水
素
に
よ
る
自
殺
事
案
で
は
、

ト
イ
レ
用
洗
剤
で
あ
る
サ
ン
ポ
ー
ル
R（
塩
酸
九
・
五
％
を
含

む
）
と
入
浴
剤
の
六
一
〇
ハ
ッ
プ
R（
硫
黄
、
生
石
灰
、
カ

ゼ
イ
ン
、
硫
化
カ
リ
含
有
）
を
混
入
し
て
硫
化
水
素
を
発
生

さ
せ
て
い
る
。
一
部
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
で
は
、
サ

ン
ポ
ー
ル
Rの
代
わ
り
に
バ
ッ
テ
リ
ー
液
（
硫
酸
を
含
む
）、

六
一
〇
ハ
ッ
プ
Rの
代
わ
り
に
農
薬
の
石
灰
硫
黄
合
剤
を
使

用
し
て
も
硫
化
水
素
が
発
生
す
る
と
の
記
載
が
あ
り
、
サ
ン

ポ
ー
ル
Rと
六
一
〇
ハ
ッ
プ
R以
外
の
液
剤
に
も
十
分
な
注

意
が
必
要
で
あ
る
。

Ｂ

硫
化
水
素
中
毒
の
発
症
機
序
と
症
状

１

硫
化
水
素
の
毒
性

硫
化
水
素
は
、
硫
黄
と
水
素
か
ら
な
る
無
機
化
合
物

で
、
化
学
式
はH

2 S

、
分
子
量
は
三
八
、
沸
点
マ
イ
ナ
ス

六
〇
・
四
℃
の
無
色
透
明
の
可
燃
性
の
気
体
で
、
空
気
よ
り

重
く
、
常
温
で
は
卵
の
腐
っ
た
よ
う
な
特
徴
的
な
臭
い
が
あ

る
。
硫
化
水
素
は
水
溶
性
が
高
く
、
眼
粘
膜
や
鼻
、
咽
頭
、

喉
頭
等
の
気
道
の
粘
膜
に
速
や
か
に
溶
解
し
吸
収
さ
れ
る
。

低
い
濃
度
で
は
粘
膜
刺
激
症
状
を
生
じ
、
二
五
〇
ｐ
ｐ
ｍ
以

上
の
濃
度
で
は
呼
吸
器
症
状
が
進
行
す
る
。
五
〇
〇
ｐ
ｐ
ｍ

以
上
の
濃
度
で
は
意
識
障
害
が
急
速
に
進
行
し
三
〇
〜
六
〇

分
で
心
停
止
に
至
り
、
一
、〇
〇
〇
ｐ
ｐ
ｍ
以
上
で
は
突
然
、

心
停
止
に
陥
る
。
こ
の
た
め
、ノ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
と
言
わ
れ
る
。
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２

硫
化
水
素
中
毒
の
発
症
機
序

硫
化
水
素
は
、
眼
粘
膜
や
鼻
、
咽
頭
、
喉
頭
等
の
上
気
道

の
粘
膜
か
ら
分
泌
さ
れ
る
ア
ル
カ
リ
塩
と
反
応
し
て
硫
化
ナ

ト
リ
ウ
ム
を
生
じ
、
粘
膜
刺
激
症
状
を
起
こ
す
と
い
わ
れ
て

い
る
。

硫
化
水
素
は
、
肺
か
ら
血
液
中
に
速
や
か
に
吸
収
さ
れ
、

三
価
の
鉄
イ
オ
ン
（Fe

3+

）
と
結
合
す
る
た
め
、
ミ
ト
コ
ン

ド
リ
ア
内
の
チ
ト
ク
ロ
ー
ム
酸
化
酵
素
のFe

3+

と
結
合
し
酵

素
活
性
を
阻
害
す
る
。
こ
の
た
め
、
酸
素
が
利
用
さ
れ
ず
、

呼
吸
鎖
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
生
が
停
止
し
、
細
胞
を
障

害
す
る
。
嫌
気
性
代
謝
が
発
動
し
、
乳
酸
が
蓄
積
し
、
乳
酸

ア
シ
ド
ー
シ
ス
に
な
る
。
こ
の
機
序
は
、
青
酸
化
合
物
と
同

様
で
あ
る
。

３

硫
化
水
素
中
毒
の
症
状

硫
化
水
素
は
低
濃
度
で
腐
卵
臭
を
感
じ
る
。
四
〜
五
ｐ
ｐ

ｍ
の
濃
度
で
眼
粘
膜
の
刺
激
症
状
が
発
生
し
、
五
〇
ｐ
ｐ
ｍ

以
上
の
濃
度
が
持
続
す
る
と
流
涙
、
眼
痛
等
の
症
状
が
出
現

す
る
。
ま
た
、
鼻
炎
、
咽
頭
・
喉
頭
の
灼
熱
感
、
咳
・
痰
等

の
呼
吸
器
症
状
が
生
じ
る
。
硫
化
水
素
の
濃
度
が
一
五
〇
ｐ

ｐ
ｍ
以
上
に
な
る
と
嗅
覚
が
喪
失
し
、
臭
い
を
感
じ
な
く
な

る
。
ま
た
、
気
管
支
炎
・
肺
炎
、
肺
水
腫
が
生
じ
る
が
、
低

い
濃
度
で
も
暴
露
時
間
が
長
い
場
合
は
、
呼
吸
器
症
状
が
進

行
す
る
。
五
〇
〇
ｐ
ｐ
ｍ
以
上
の
濃
度
で
は
脳
組
織
の
低
酸

素
症
に
よ
り
、
幻
覚
、
意
識
障
害
、
痙
攣
、
呼
吸
抑
制
が
急

速
に
進
行
し
、
一
、〇
〇
〇
ｐ
ｐ
ｍ
以
上
で
は
短
時
間
で
心

停
止
に
至
る
。

Ｃ

硫
化
水
素
中
毒
へ
の
病
院
前
の
対
応

１

労
働
作
業
場
で
の
対
応

硫
化
水
素
中
毒
は
労
働
安
全
に
お
い
て
重
要
な
傷
病
で
あ

る
。
作
業
員
が
硫
化
水
素
中
毒
の
危
険
性
の
あ
る
場
所
の
作

業
に
お
い
て
、
硫
化
水
素
に
曝
露
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た

め
に
、
労
働
安
全
衛
生
法
に
よ
り
酸
素
欠
乏
・
硫
化
水
素
危

険
作
業
主
任
者
を
置
き
、
作
業
の
方
法
を
決
定
、
指
揮
を
執

り
、
測
定
器
具
・
換
気
装
置
・
空
気
呼
吸
器
な
ど
の
使
用
状

況
の
監
視
を
行
う
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
労
働
作
業
場
で
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、

作
業
主
任
者
等
か
ら
現
場
状
況
を
聴
取
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
り
、
低
酸
素
環
境
や
有
毒
ガ
ス
の
発
生
が
疑
わ
れ
れ
ば
、

周
辺
住
民
や
救
助
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、
環
境
気

体
の
酸
素
濃
度
及
び
硫
化
水
素
濃
度
の
測
定
を
実
施
す
る
。

換
気
で
き
な
い
場
合
や
換
気
し
て
も
早
急
に
酸
素
濃
度
が

一
八
％
以
上
、
硫
化
水
素
濃
度
が
一
〇
ｐ
ｐ
ｍ
以
下
に
で
き

な
い
場
合
は
、
救
助
隊
又
は
消
防
隊
に
空
気
呼
吸
器
を
着
用

さ
せ
る
。

工
場
等
か
ら
硫
化
水
素
が
漏
出
す
る
場
合
は
、
立
ち
入
り

禁
止
区
域
を
設
定
す
る
。
漏
出
が
少
な
い
場
合
は
、
現
場
の

周
囲
六
〇
ｍ
か
ら
風
下
方
向
に
二
〇
〇
ｍ
、
漏
出
が
多
い
場

合
は
、
現
場
の
周
囲
一
二
〇
ｍ
か
ら
風
下
方
向
に
三
〇
〇
ｍ

を
設
定
し
、
ま
ず
こ
の
範
囲
の
住
民
を
避
難
さ
せ
る
こ
と
が

推
奨
さ
れ
て
い
る
。

傷
病
者
を
安
全
な
場
所
に
速
や
か
に
移
送
し
た
う
え
で
、

初
期
評
価
、
高
濃
度
酸
素
の
吸
入
等
の
救
急
処
置
を
実
施
す

る
。

２

自
殺
企
図
者
へ
の
現
場
対
応

自
殺
企
図
に
よ
り
硫
化
水
素
が
住
宅
等
の
市
民
が
生
活
す

る
場
所
で
発
生
し
た
場
合
、
甚
大
な
二
次
災
害
を
起
こ
す
危

険
性
が
高
く
、
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
や
家
族
、
周
辺
住
民
を
巻

き
込
み
、
救
急
・
救
助
者
に
も
危
害
が
及
ぶ
危
険
性
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
次
の
よ
う
な
措
置
が
必
要
に
な
る
。

①�

通
信
指
令
室
へ
の
入
電
時
に
、
通
信
指
令
室
職
員
が
、

発
生
現
場
に
異
臭
な
ど
の
異
常
が
あ
る
と
認
識
し
た
場
合

は
、
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
に
、
傷
病
者
の
元
を
離
れ
安
全
な

場
所
へ
避
難
す
る
よ
う
口
頭
指
導
を
行
う
。
硫
化
水
素
中

毒
の
傷
病
者
に
、
心
肺
蘇
生
等
の
応
急
手
当
を
指
導
す
る

こ
と
は
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
の
死
を
意
味
す
る
こ
と
を
認
識

し
、
現
場
状
況
の
正
確
な
把
握
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

②�

消
防
・
救
助
隊
員
は
、
現
着
時
、
ま
ず
、
二
次
災
害
の

お
そ
れ
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
安
全
確
認
が
不
確
実
な

場
合
や
安
全
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
二
次
災
害

の
防
止
の
た
め
現
場
に
立
ち
入
ら
な
い
こ
と
を
原
則
と
す

る
。
現
場
周
辺
に
腐
卵
臭
等
の
異
臭
が
あ
り
危
険
を
感
知

し
た
場
合
は
、
救
急
隊
単
独
で
の
活
動
は
避
け
、
応
援
隊

を
要
請
し
て
安
全
対
策
を
講
じ
る
。

③�

高
濃
度
の
硫
化
水
素
が
停
留
し
て
い
る
と
想
定
さ
れ
る

場
合
は
、
集
団
災
害
で
な
く
て
も
、
必
ず
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を

実
施
し
て
立
ち
入
り
禁
止
区
域
を
設
け
、ホ
ッ
ト
ゾ
ー
ン
、

ウ
ォ
ー
ム
ゾ
ー
ン
、
コ
ー
ル
ド
ゾ
ー
ン
を
設
定
す
る
。

④�

立
ち
入
り
禁
止
区
域
に
進
入
す
る
場
合
は
、
空
気
呼
吸

器
を
装
着
、レ
ベ
ル
Ｂ
以
上
の
個
人
防
護
衣
を
着
用
す
る
。

ま
た
、
環
境
気
体
の
酸
素
濃
度
及
び
硫
化
水
素
濃
度
を
測

定
す
る
。
ホ
ッ
ト
ゾ
ー
ン
か
ら
ウ
ォ
ー
ム
ゾ
ー
ン
へ
の
速

や
か
な
移
送
、
ウ
ォ
ー
ム
ゾ
ー
ン
で
の
初
期
評
価
と
衣
服

の
除
去
、
コ
ー
ル
ド
ゾ
ー
ン
で
の
全
身
観
察
と
救
急
救
命

処
置
を
実
施
す
る
。

⑤�

腐
卵
臭
に
よ
り
、
傷
病
者
の
着
衣
が
硫
化
水
素
に
汚
染

さ
れ
て
い
る
と
疑
わ
れ
る
場
合
、
救
急
救
命
処
置
の
実
施

あ
る
い
は
救
急
車
へ
の
搬
入
の
前
に
除
染
の
目
的
で
速
や

か
に
着
衣
を
除
去
す
る
。
硫
化
水
素
は
、
沸
点
が
マ
イ
ナ

ス
六
〇
・
四
℃
と
低
く
常
温
で
気
体
で
あ
る
た
め
、
シ
ャ

ワ
ー
に
よ
る
除
染
は
必
要
が
な
い
。

⑥�

救
急
車
内
に
収
容
後
は
、
車
内
の
換
気
を
十
分
に
実
施

す
る
と
と
も
に
、
症
状
が
軽
い
傷
病
者
で
あ
っ
て
も
、
高

濃
度
酸
素
を
投
与
す
る
。
硫
化
水
素
中
毒
で
は
、
呼
気
を

再
吸
入
し
な
い
よ
う
に
、
リ
ザ
ー
バ
ー
付
マ
ス
ク
を
使
う

場
合
は
、
分
時
一
〇
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
高
流
量
で
酸
素
を

投
与
す
る
。
リ
ザ
ー
バ
ー
付
マ
ス
ク
は
禁
忌
で
は
な
い
。

⑦�

病
院
選
定
に
お
い
て
は
、
解
毒
効
果
を
有
す
る
亜
硝
酸

剤
の
投
与
が
可
能
で
集
中
治
療
を
実
施
で
き
る
三
次
救
急

医
療
施
設
を
選
定
し
搬
送
を
急
ぐ
べ
き
で
あ
り
、
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
地
域
で
は
出
動
を
要
請
す
べ

き
で
あ
る
。

⑧�

傷
病
者
の
収
容
依
頼
を
受
け
た
病
院
は
、
着
衣
を
除
去

し
た
か
否
か
を
確
認
し
、
除
去
し
て
い
な
い
場
合
は
、
速

や
か
に
除
去
す
る
よ
う
口
頭
で
指
導
す
る
。
ま
た
、
集
団

発
生
か
否
か
を
確
認
し
、
必
要
に
応
じ
て
集
団
災
害
医
療

態
勢
を
確
立
す
る
。

⑨�

消
防
機
関
は
、
硫
化
水
素
の
発
生
場
所
を
傷
病
者
の
救
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助
後
に
閉
鎖
し
、
住
民
避
難
終
了
後
に
開
放
し
て
硫
化
水

素
を
拡
散
さ
せ
る
か
、
硫
化
水
素
除
去
装
置
を
使
用
し
て

硫
化
水
素
を
除
去
後
、
発
生
場
所
を
開
放
す
る
。

Ｄ

硫
化
水
素
中
毒
に
対
す
る
危
機
管
理

１

硫
化
水
素
中
毒
の
集
団
発
生
事
例

昨
年
七
月
、
我
々
は
、
六
一
〇
ハ
ッ
プ
Rと
サ
ン
ポ
ー
ル
R

を
使
用
し
た
硫
化
水
素
中
毒
の
事
例
を
経
験
し
た
。
傷
病
者

に
応
急
手
当
を
実
施
し
よ
う
と
し
た
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
の
三

名
が
発
症
し
、う
ち
二
名
が
心
肺
停
止
に
陥
っ
た
。
さ
ら
に
、

こ
れ
ら
四
名
に
対
す
る
救
急
救
助
あ
る
い
は
診
療
等
に
従
事

し
た
五
一
名
が
救
急
外
来
に
検
査
受
診
し
、
う
ち
一
〇
名
が

入
院
す
る
事
態
に
陥
っ
た
。
本
事
例
は
、
自
殺
企
図
に
よ
る

硫
化
水
素
中
毒
事
例
が
ほ
と
ん
ど
発
生
し
て
い
な
か
っ
た
時

点
で
の
、
想
定
外
の
事
例
で
あ
っ
た
。
今
回
、
そ
の
概
要
を

整
理
し
問
題
点
を
検
討
し
た
。

【
症
例
】症

例
１
（
男
性
・
次
男
、
二
一
歳
、
主
傷
病
者
）

症
例
２
（
男
性
・
長
男
、
二
三
歳
）

症
例
３
（
女
性
・
母
親
、
四
九
歳
）

症
例
４
（
女
性
・
長
女
、
一
八
歳
）

【
現
病
歴
】

二
〇
〇
七
年
七
月
、
自
宅
浴
室
で
硫
化
水
素
を
発
生
さ
せ

倒
れ
て
い
る
次
男
を
、
帰
宅
し
た
母
親
、
長
男
、
姉
が
発
見

し
、「
二
一
歳
の
弟
が
風
呂
場
で
ガ
ス
自
殺
を
図
り
、
意
識
、

呼
吸
が
な
い
」と
一
一
九
番
通
報
し
た
。
入
電
か
ら
九
分
後
、

救
急
隊
一
隊
及
び
消
防
隊
一
隊
が
現
場
に
到
着
し
た
。

ま
ず
、
救
急
隊
長
が
救
急
隊
員
一
名
と
空
気
呼
吸
器
を
着

装
し
て
玄
関
か
ら
屋
内
に
入
り
、
浴
室
で
倒
れ
て
い
る
四
名

を
発
見
し
た
。

発
見
時
、
浴
室
内
の
換
気
口
や
窓
の
隙
間
に
粘
着
テ
ー
プ

で
目
張
り
し
て
あ
り
、
サ
ン
ポ
ー
ル
R 

一
、〇
〇
〇
㎖
四
本
、

六
一
〇
ハ
ッ
プ
R
四
四
〇
㎖
五
本
が
浴
槽
内
に
置
か
れ
て
い

た
。
浴
槽
内
に
い
た
症
例
１
、
浴
槽
外
で
応
急
手
当
を
実
施

し
よ
う
と
し
た
症
例
２
及
び
症
例
３
の
三
名
が
心
肺
停
止
で

発
見
さ
れ
、
浴
室
と
洗
面
室
の
間
に
い
た
症
例
４
は
Ｊ
Ｃ
Ｓ

三
〇
〇
、
脈
拍
一
〇
回
／
分
、
呼
吸
六
回
／
分
の
心
肺
停
止

寸
前
の
状
態
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
症
例
４
を
浴
室
と
洗
面
室

の
間
か
ら
隣
の
居
間
に
移
送
し
た
。

消
防
隊
員
は
、
可
燃
性
ガ
ス
の
発
生
を
警
戒
し
て
、
火
気

の
使
用
を
制
限
す
る
よ
う
広
報
活
動
を
行
っ
た
後
、
六
名
が

屋
内
に
進
入
し
、
浴
室
に
い
る
Ｃ
Ｐ
Ａ
の
傷
病
者
三
名
を
居

間
ま
で
移
送
し
、
心
肺
蘇
生
を
開
始
し
た
。
同
時
に
、
目
張

り
を
外
し
、
窓
を
開
放
し
た
。
次
に
後
着
の
救
急
隊
四
隊
の

隊
員
一
〇
名
が
屋
内
に
進
入
し
、
次
々
と
傷
病
者
を
屋
外
に

移
送
し
、
衣
類
を
除
去
せ
ず
に
救
急
車
内
に
収
容
し
た
。
病

院
連
絡
時
は
、「
サ
ン
ポ
ー
ル
Rと
六
一
〇
ハ
ッ
プ
Rに
よ
る

ガ
ス
中
毒
」
と
の
認
識
は
あ
っ
た
が
、
硫
化
水
素
ガ
ス
と
は

判
断
で
き
な
か
っ
た
。
救
急
搬
送
中
、
窓
を
開
放
し
車
内
換

気
扇
を
使
用
し
た
。

【
来
院
時
の
状
況
と
経
過
】

救
急
車
の
病
院
到
着
と
同
時
に
、
傷
病
者
が
救
急
室
に

続
々
と
収
容
さ
れ
た
。
腐
卵
臭
の
す
る
着
衣
は
入
室
後
に
裁

断
さ
れ
、
除
去
さ
れ
た
。

表
２
に
、
四
症
例
の
来
院
時
所
見
と
転
帰
を
示
す
。
症

例
１
、２
、３
は
来
院
時
心
肺
停
止
で
心
電
図
はA

systole

で

あ
っ
た
。
心
肺
蘇
生
の
結
果
、
症
例
１
は
死
亡
し
た
が
、
症

例
２
と
３
は
自
己
心
拍
が
再
開
し
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
入
院
し
た
。
し

か
し
、
脳
幹
機
能
は
廃
絶
、
脳
波
は
平
坦
化
し
、
症
例
２
は

二
五
病
日
、症
例
３
は
二
七
病
日
に
死
亡
し
た
。
症
例
４
は
、

救
急
隊
員
接
触
時
の
意
識
レ
ベ
ル
は
Ｊ
Ｃ
Ｓ
三
〇
〇
で
あ
っ

た
が
、
来
院
時
に
は
一
〇
〇
ま
で
改
善
し
て
い
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｕ

に
入
室
し
、
一
〇
病
日
に
は
完
全
に
回
復
し
、
自
宅
退
院
と

な
っ
た
。

【
当
院
受
診
・
入
院
の
状
況
】

今
回
、
多
く
の
職
員
が
、
こ
れ
ら
の
傷
病
者
の
救
急
救
助

の
活
動
中
に
咽
頭
痛
、
頭
痛
、
眩
暈
、
吐
気
症
状
を
発
症
し

た
。
硫
化
水
素
中
毒
と
の
情
報
を
入
手
し
た
消
防
本
部
が
、

現
場
に
出
場
し
た
職
員
全
員
に
対
し
検
査
受
診
を
指
示
し
た

た
め
、
当
院
へ
の
受
診
者
は
、
実
に
消
防
職
員
四
六
名
、
警

察
職
員
一
名
、
病
院
職
員
三
名
、
親
戚
一
名
の
五
一
名
に
の

ぼ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、症
状
を
訴
え
た
者
は
二
八
名
に
達
し
、

入
院
し
た
も
の
は
、
消
防
職
員
八
名
（
う
ち
浴
室
進
入
者
が

六
名
）、
浴
室
に
入
っ
た
警
察
職
員
一
名
、
救
急
室
で
初
期

対
応
に
奔
走
し
た
看
護
師
一
名
の
一
〇
名
で
あ
っ
た
。
こ
の

一
〇
名
は
翌
日
ま
で
経
過
観
察
し
、
特
に
問
題
な
く
、
自
宅

退
院
と
な
っ
た
。

２

事
例
に
お
け
る
問
題
点

①�

今
回
、
救
急
現
場
に
お
い
て
消
防
職
員
が
硫
化
水
素
の

発
生
を
疑
い
、
安
全
管
理
を
徹
底
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
特
に
、
異
臭
に
対
す
る
危
機
管
理
が
不
十
分
で

あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
現
場
で
の
適

正
な
判
断
に
は
日
常
的
な
中
毒
情
報
の
収
集
が
不
可
欠
で

あ
り
、
救
急
現
場
で
活
用
で
き
る
中
毒
情
報
提
供
シ
ス
テ

ム
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

②�

一
一
九
番
入
電
段
階
で
の
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
へ
の
対
応

に
失
敗
し
た
。
今
回
、
通
信
指
令
室
職
員
が
危
険
を
認
知

し
て
い
れ
ば
、
避
難
指
示
に
よ
っ
て
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
の

生
命
を
失
わ
ず
に
済
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
湘
南

地
区
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
議
会
（
Ｍ
Ｃ
協
議

会
）
が
策
定
し
た
心
肺
蘇
生
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
口
頭
指
導

マ
ニ
ュ
ア
ル
も
、異
臭
に
対
す
る
口
頭
指
導
（
避
難
す
る
）

は
明
記
し
て
お
ら
ず
、
通
信
指
令
室
職
員
は
Ｍ
Ｃ
協
議
会

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
準
拠
し
て
口
頭
指
導
を
実
施
し
た
に

過
ぎ
な
い
。
口
頭
指
導
に
は
、
二
次
災
害
の
防
止
機
能
が

含
ま
れ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。
我
々
は
、
今
回
の
事
例
を

教
訓
と
し
て
、
心
肺
蘇
生
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
改
訂
し
、
急

性
中
毒
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
新
た
に
策
定
し
た
⑵
。

③�

救
急
現
場
〜
搬
送
段
階
で
の
安
全
確
保
が
不
十
分
で

あ
っ
た
。
空
気
呼
吸
器
等
の
安
全
装
備
の
使
用
だ
け
で
な

く
、
着
衣
除
去
に
よ
る
除
染
が
救
急
搬
送
の
前
提
で
あ
る

こ
と
が
教
訓
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

④�
医
療
機
関
に
お
け
る
危
機
管
理
も
ま
た
十
分
で
な
か
っ

た
。
除
染
に
よ
る
救
急
室
に
お
け
る
安
全
確
保
は
言
う
ま
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で
も
な
く
、
情
報
の
速
や
か
な
収
集
に
基
づ
く
、
関
係
機

関
へ
の
安
全
管
理
上
の
措
置
の
伝
達
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
。

お
わ
り
に

硫
化
水
素
中
毒
の
原
因
、
毒
性
と
病
態
、
病
院
前
及
び
病

院
内
の
対
応
に
つ
い
て
概
説
し
、
事
例
を
通
し
て
危
機
管
理

の
問
題
点
を
検
討
し
た
。
本
事
例
の
よ
う
な
重
大
か
つ
緊
急

性
の
高
い
事
例
に
つ
い
て
は
、
地
区
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
協
議
会
に
お
い
て
議
論
を
尽
く
し
、
消
防
の
諸
活
動

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
現
場
対
応
の
徹
底
及
び
再
発
防
止

を
目
的
と
し
て
、
関
係
機
関
に
速
や
か
に
連
絡
し
、
対
策
を

講
じ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

参
考
文
献

⑴�

内
閣
府
自
殺
対
策
推
進
室
：
硫
化
水
素
に
よ
る
自
殺
事
案
へ
の
対
応

に
つ
い
て
、
平
成
二
〇
年
五
月

⑵�

湘
南
地
区
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
議
会 offi

cial w
eb site, 

ht�tp://shonan-m
c.or.tv/index.htm

l

表1 硫化水素中毒事案への主な対応状況（「硫化水素による自殺事案への対応について」⑴より一部改変）

月 日 所 轄 内 容

３月11日 内閣府 インターネット・ホットラインセンターに対し、自殺手段としての硫化水素の製造方
法の書込みの存在を通報

４月１日 日本薬剤師会 日薬ニュースにおいて、イオウ含有入浴剤の大量購入者に対する用途確認について注
意喚起

４月７日 警察庁 神奈川県警察が硫化水素の製造を誘引する書込みについて、掲示板の管理者に対し対
応を依頼（以降、各都道府県警察において対応を依頼）

４月８日 消防庁 「救急活動における安全管理の再徹底について」（都道府県消防防災主管課あて）によ
り、安全管理、二次被害の防止等について通知

４月18日 内閣府
厚生労働省 WHOの自殺予防メディア関係者のための手引きを配布し、自殺報道への配慮を要請

４月18日 自殺予防学会 報道機関に対する緊急アピールを発表

４月24日 警察庁 「硫化水素を使用した自殺事案等現場臨場時における留意事項について」（警視総監及
び道府県警察本部長あて）により、二次被害の防止について通知

４月25日 消防庁 「硫化水素事案への対応について」（都道府県消防防災主管課等あて）により、救急活
動や住民の避難誘導について対応の周知徹底を通知

４月25日 日本薬剤師会 「硫化水素による自殺・事故の発生について」（都道府県薬剤師会会長あて）により、
薬局・薬店での販売に当たっての留意事項を通知

４月25日 厚生労働省 「硫化水素中毒への対応について」（都道府県救急医療担当課あて）により、硫化水素
中毒への対応に係る参考情報を送付

４月25日 厚生労働省 「有毒ガス発生事件に関する注意喚起について」（日本薬剤師会、全国医薬品小売商業
組合連合会など４団体あて）により、同種の事件の未然防止について、協力を依頼

４月30日 警察庁

「硫化水素ガスの製造を誘引する情報の取り扱いについて」（警視総監及び道府県警察
本部長あて）により、硫化水素ガスの製造を誘引する情報について ｢有害情報｣ とし、
削除等の措置を求めるよう通知するとともに、㈶インターネット協会に対し、硫化水
素ガスの製造を誘引する情報について「有害情報」に該当するものとして取り扱うよ
う通知

５月20日 農林水産省
「有毒ガス発生事件に関する注意喚起について」（全国農業協同組合連合会、全国農薬
協同組合あて）により、イオウを主成分とする農薬の販売に当たって、同種の事案の
未然防止について、協力を依頼

表2 来院時所見と経過

症例１ 症例２ 症例３ 症例４

来
院
時
所
見

意 識 JCS 300 JCS 300 JCS 300 JCS 100

呼吸数 なし なし なし 30/min

脈拍数 触れず 触れず 触れず 134/min

血 圧 不可 不可 不可 84/− 
mmHg

心電図 Asystole Asystole Asystole sinus

ERでの経過 死亡確認 心拍再開
ICU入室

心拍再開
ICU入室 ICU入室

転 帰 来院時
死亡

第25病日
死亡

第27病日
死亡

第10病日
軽快退院
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今
、
救
急
救
命
東
京
研
修
所
で
は
、
三
四
期
生
の

総
合
想
定
訓
練
の
真
っ
た
だ
中
で
す
。

記
録
的
な
大
雨
の
中
、
大
勢
の
見
学
者
を
迎
え
、

訓
練
現
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
救
急
現
場
が
多
様
化
、複
雑
化
す
る
中
で
、

気
管
挿
管
、
薬
剤
投
与
な
ど
の
救
急
救
命
処
置
の
拡

大
に
見
ら
れ
る
と
お
り
救
急
救
命
士
に
求
め
ら
れ
る

医
学
知
識
や
救
急
技
術
は
非
常
に
高
度
な
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

救
急
振
興
財
団
で
は
、
こ
れ
ら
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
こ

た
え
る
た
め
救
急
隊
員
に
対
す
る
高
度
な
教
育
訓
練
を

実
施
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
も
救
急
救
命
東
京
研
修
所

で
は
全
国
の
救
急
隊
員
を
対
象
と
し
て
「
救
急
現
場
の

第
一
線
で
活
躍
で
き
る
救
急
救
命
士
」
を
養
成
す
る
た

め
に
、教
授・教
官
が
日
々
研
修
生
と
格
闘
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
総
合
想
定
訓
練
は
、
救
急
救
命
士
の

業
務
を
中
心
と
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
訓
練
の
集

大
成
と
し
て
実
施
し
て
お
り
、
こ
の
訓
練
が
研
修
生

へ
の
実
技
面
で
の
最
後
の
指
導
と
な
る
た
め
、教
授
・

教
官
も
熱
が
入
り
、
時
に
は
「
人
の
命
が
か
か
っ
て

い
る
ん
だ
ぞ
」
な
ど
と
、
叱
咤
を
受
け
る
研
修
生
も

い
て
、
研
修
所
全
体
に
緊
張
感
が
張
り
詰
め
て
い
ま

す
。
研
修
生
に
と
っ
て
も
こ
れ
ほ
ど
の
緊
張
感
は
人

生
の
う
ち
で
も
数
え
る
ほ
ど
で
し
ょ
う
。
逆
に
、
こ

れ
ほ
ど
の
緊
張
感
が
あ
る
訓
練
だ
か
ら
こ
そ
、
研
修

生
は
真
剣
に
訓
練
に
取
り
組
み
、
ま
た
、
向
上
で
き

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
救
急
現
場
を
想
定
し
た
救
急
隊
の
訓
練

を
行
う
に
あ
た
っ
て
参
考
に
な
れ
ば
と
思
い
、
見
落

と
し
が
ち
と
思
わ
れ
る
点
に
つ
い
て
い
く
つ
か
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

訓
練
の
難
易
度

第
一
は
、「
訓
練
の
内
容
の
難
易
度
が
高
す
ぎ
な

◆
◆
◆

研
修
所
だ
よ
り
◆
◆
◆

救
急
救
命
東
京
研
修
所
研
修
部
研
修
課
主
査  

伊
賀
崎

孝
志

救
急
現
場
を
想
定
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
訓
練
に
つ
い
て

い
か
、
あ
る
い
は
低
す
ぎ
な
い
か
」
で
す
。

救
急
隊
の
使
命
は
救
命
で
あ
る
こ
と
か
ら
最
適
な

活
動
が
す
べ
て
の
傷
病
者
に
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
救
急
隊
の
訓
練
を
行
う
上
で
、
新

人
の
救
急
隊
員
な
ど
が
チ
ー
ム
に
含
ま
れ
て
い
る
場

合
は
あ
ま
り
高
い
所
に
水
準
を
設
定
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
訓
練
内
容
が
理
解
困
難
と
な
り
訓
練
の
効

果
は
著
し
く
低
下
し
ま
す
。
初
め
か
ら
救
急
活
動
の

一
連
の
流
れ
を
訓
練
す
る
の
で
は
な
く
傷
病
者
へ
の

接
触
か
ら
観
察
、
患
者
の
搬
送
、
心
肺
蘇
生
を
行
う

場
合
の
役
割
な
ど
個
々
の
パ
ー
ト
に
分
け
て
訓
練
す

る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
救
急
救
命
士

が
複
数
い
る
場
合
や
熟
練
し
た
救
急
隊
員
が
い
る
場

合
は
、
活
動
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
て
い
る
場
合
や
消

防
隊
や
他
の
救
急
隊
と
の
連
携
な
ど
を
想
定
に
付
加

す
る
な
ど
高
難
度
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
質
の

高
い
救
急
隊
が
育
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
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訓
練
の
内
容

第
二
に
、
訓
練
の
内
容
を
「
救
命
処
置
ば
か
り
に

と
ら
わ
れ
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

医
学
的
に
心
肺
機
能
停
止
は
死
で
は
な
く
一
つ
の

病
態
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
病
態
か
ら
の
脱
出
あ
る
い
は
で
き
る
だ
け
ダ

メ
ー
ジ
の
少
な
い
状
態
で
の
医
師
へ
の
引
き
継
ぎ
は

救
急
隊
の
最
も
重
要
な
役
割
の
一
つ
と
言
え
ま
す
。

Ｍ
Ｃ
体
制
に
よ
り
医
師
に
よ
る
指
示
・
指
導
・
助
言

体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
る
現
在
、
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
に

沿
っ
た
活
動
が
明
確
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
心
肺
機

能
停
止
状
態
の
傷
病
者
の
対
応
は
非
常
に
訓
練
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
心
肺
機
能
停
止
に
陥
る
前
段

階
を
含
め
た
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
ま

り
多
く
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

心
肺
停
止
に
陥
ら
せ
な
い
活
動
を
行
う
た
め
に
は
、

病
態
を
把
握
し
、
必
要
な
処
置
を
行
う
こ
と
が
重
要

と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
病
態
に
よ
っ
て
傷
病

者
へ
の
対
応
が

変
化
す
る
た

め
、
呼
吸
器
系
、

循
環
器
系
、
神

経
系
、
消
化
器

系
な
ど
の
内
因

性
疾
患
及
び
頸

部
損
傷
、
胸
部

損
傷
、
骨
盤
骨

折
、
溺
水
、
偶

発
性
低
体
温
、

熱
中
症
、
ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

な
ど
の
外
因
性

疾
患
そ
れ
ぞ
れ
の
病
態
を
想
定
し
た
訓
練
を
実
施
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

訓
練
の
評
価

第
三
は
「
訓
練
に
は
そ
れ
を
評
価
す
る
者
が
必
要

で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
ま
で
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
た
全
国
の

救
急
出
場
件
数
が
昨
年
は
若
干
の
減
少
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
救
急
隊
の
出
場
は
ま
だ
ま
だ
多
く
、
な
か

な
か
訓
練
時
間
が
取
れ
な
い
救
急
隊
も
多
い
こ
と
で

し
ょ
う
。
こ
の
た
め
訓
練
成
果
を
よ
り
効
率
的
な
も

の
と
す
る
た
め
に
は
一
つ
の
救
急
隊
だ
け
で
訓
練
す

る
の
で
は
な
く
、
必
ず
評
価
者
を
立
て
て
訓
練
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

評
価
者
が
地
域
Ｍ
Ｃ
の
指
導
医
師
で
あ
る
こ
と
が

最
も
望
ま
し
い
で
す
が
、
こ
れ
が
難
し
い
場
合
は
ほ

か
の
救
急
隊
か
ら
の
客
観
的
評
価
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
も
で
き
な
い
場
合
は
ビ
デ
オ
撮
り
す

る
な
ど
し
て
客
観
的
に
自
隊
を
評
価
す
る
こ
と
で

す
。
訓
練
中
に
気
付
か
な
か
っ
た
点
な
ど
を
再
確
認

す
る
こ
と
に
よ
り
訓
練
成
果
の
向
上
が
見
込
ま
れ
ま

す
。

お
わ
り
に

救
急
隊
は
消
防
隊
に
比
べ
て
、
出
場
件
数
が
多
い

か
ら
救
急
現
場
で
経
験
を
積
め
ば
い
い
な
ど
と
い
う

の
は
、
大
昔
の
話
で
す
。
効
率
的
な
、
救
急
現
場
に

則
し
た
訓
練
を
実
施
し
て
病
院
前
救
護
の
担
い
手
と

し
て
、
一
人
で
も
多
く
の
傷
病
者
の
命
を
救
う
使
命

が
あ
り
ま
す
。

東
京
研
修
所
で
は
冒
頭
の
総
合
想
定
訓
練
は
全
九

日
間
で
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
三
日
間
を

公
開
し
て
お
り
ま
す
（
次
回
三
五
期
生
は
平
成
二
一

年
一
月
一
三
日
（
火
）
か
ら
一
五
日
（
木
）
の
三
日

間
実
施
予
定
）。
今
年
度
か
ら
は
大
型
ス
ク
リ
ー
ン

を
設
置
し
、
手
元
の
手
技
に
つ
い
て
も
十
分
見
学
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
配
慮
を
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の

節
は
都
道
府
県
を
通
じ
て
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
研
修
生
の
所
属
の
消
防
本
部
の
方
だ
け

で
な
く
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
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「
歌
は
世
に
つ
れ
、
世
は
歌
に
つ
れ
」
と
よ
く
い

わ
れ
る
。
流
行
歌
（
は
や
り
歌
）
は
そ
の
時
代
を
反

映
し
た
歌
が
は
や
り
、
そ
し
て
時
代
は
流
行
歌
と
と

も
に
移
り
変
わ
る
。

そ
れ
と
お
な
じ
よ
う
に
、
じ
つ
は
「
病
い
は
世
に

つ
れ
、
世
は
病
い
に
つ
れ
」
な
の
で
あ
る
。
病
気
は

そ
の
時
代
を
反
映
し
た
病
気
が
は
や
り
、
そ
し
て
時

代
は
病
気
（
は
や
り
病
）
と
と
も
に
移
り
変
わ
る
。

人
は
そ
の
「
時
代
の
歌
」
を
歌
う
よ
う
に
、
人
は

そ
の
「
時
代
の
病
い
」
を
病
む
。
そ
の
時
代
は
そ
の

「
時
代
の
歌
」が
語
る
よ
う
に
、そ
の
時
代
は
そ
の「
時

代
の
病
い
」
に
よ
っ
て
語
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。近

代
日
本
で
い
う
と
、
明
治
か
ら
戦
前
日
本
ま
で

は
結
核
な
ど
の
感
染
症
が
「
時
代
の
病
い
」
で
あ
り
、

戦
後
日
本
の
「
時
代
の
病
い
」
は
が
ん
な
ど
の
生
活

習
慣
病
で
あ
る
。

い
っ
ぽ
う
、
時
代
と
社
会
の
影
響
を
も
っ
と
も
受

け
や
す
い
の
は
、
心
の
病
い
で
あ
る
。

い
つ
の
時
代
も
精
神
神
経
症
は
あ
っ
た
が
、
明
治

に
入
る
と
、
社
会
の
激
変
の
中
で
、
心
を
病
む
者
が

激
増
し
て
き
た
。
国
家
的
に
は
富
国
強
兵
、
個
人
的

に
は
立
身
出
世
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
突
っ
走
っ
て
き
た

近
代
日
本
で
は
、
と
り
わ
け
競
争
社
会
の
都
市
生
活

者
た
ち
に
心
を
病
む
者
が
急
増
し
た
。

明
治
大
正
時
代
に
は
や
っ
た
の
が
「
神
経
衰
弱
」

と
い
う
用
語
で
、
昭
和
前
半
ま
で
流
行
語
の
よ
う
に

用
い
ら
れ
て
い
た
。
疲
労
感
、
不
眠
、
頭
痛
、
目
ま

い
な
ど
を
訴
え
、
今
日
の
神
経
症
に
あ
た
る
。
作
家

の
夏
目
漱
石
や
志
賀
直
哉
た
ち
は
よ
く
神
経
衰
弱
と

い
う
用
語
を
使
っ
て
い
る
。

昭
和
七
年
に
は
医
師
の
佐
多
芳
久
が
『
神
経
病
時

代
』
と
い
う
啓
蒙
書
を
書
い
て
い
る
。
そ
こ
に
は
現

代
人
が
「
不
安
の
表
情
を
示
し
、
疲
れ
果
て
た
る
焦

燥
の
足
ど
り
で
歩
い
て
い
る
」
と
あ
り
、「
神
経
病

は
現
代
の
時
代
病
で
あ
る
」
と
言
い
、
男
に
多
い
の

が
神
経
衰
弱
で
、
女
に
多
い
の
が
ヒ
ス
テ
リ
ー
で
あ

る
と
し
、そ
の
原
因
は
「
失
業
、生
活
難
、心
身
過
労
、

睡
眠
不
足
」
な
ど
で
、
そ
の
症
状
は
「
焦
燥
、
興
奮
、

悲
観
、
厭
世
、
不
眠
、
頭
痛
、
そ
し
て
自
殺
」
な
ど

で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

で
は
、
戦
後
の
日
本
は
ど
う
か
。「
神
経
衰
弱
」

に
代
わ
っ
て
戦
後
は
や
っ
た
の
が
「
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
」

と
い
う
用
語
で
あ
り
、
昭
和
三
十
年
代
か
ら
大
流
行

し
た
の
が
「
ス
ト
レ
ス
」
と
い
う
用
語
で
あ
る
。

さ
て
、
日
本
人
が
口
癖
の
よ
う
に
「
ス
ト
レ
ス
」

と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
時
代
、
精
神
神
経
症
に
関
わ

る
き
わ
め
て
興
味
深
い
デ
ー
タ
が
こ
こ
に
あ
る
。
そ

れ
は
、東
京
郊
外
の
私
立
精
神
病
院
（
高
良
興
生
院
）

の
昭
和
十
四
～
五
十
二
年
に
至
る
三
十
八
年
間
の
外

来
受
診
者
数
の
推
移
を
示
す
グ
ラ
フ
で
あ
る
（
岩
井

景
気
と
神
経
症

─
精
神
病
院
の
受
診
者
数
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寛
「
現
代
に
お
け
る
精
神
療
法
の
再
検
討
」『
精
神

神
経
学
雑
誌
』
八
一
巻
三
号
一
九
七
九
年
）。

一
見
す
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
終
戦
の
昭
和
二
十

年
受
診
者
は
わ
ず
か
六
七
名
。
食
う
や
食
わ
ず
の
時

代
に
は
神
経
症
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

そ
れ
が
、
戦
後
復
興
の
昭
和
三
十
一
年
、
神
武
景

気
と
い
わ
れ
る
好
景
気
を
迎
え
る
と
、
受
診
者
は
一

挙
に
七
〇
四
名
に
急
増
す
る
。
そ
し
て
昭
和
四
十
年

不
況
に
な
る
と
受
診
者
は
二
七
七
名
に
減
少
、
五
年

後
景
気
が
回
復
す
る
と
ふ
た
た
び
六
八
七
名
に
増
え

る
が
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
で
ま
た
も
減
少
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
神
経
症
の
患
者
は
景
気
変
動
と
み

ご
と
に
連
動
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
病
い
は
景
気

に
つ
れ
」
な
の
で
あ
る
。

景
気
は
英
語
で

business cycle

と
い

う
。
景
気
は
も
と
も

と
サ
イ
ク
ル
、
つ
ま

り
周
期
的
に
循
環
す

る
。
好
況
の
あ
と
に

は
不
況
が
、
不
況
の

あ
と
に
は
好
況
が
く

る
。さ

ら
に
強
迫
神
経

症
の
出
現
率
に
は
変

わ
り
な
い
が
、
時
代

が
進
む
に
つ
れ
て
不

安
神
経
症
、
そ
れ
も

女
性
の
不
安
神
経
症

が
多
発
す
る
と
い
う
。

こ
れ
は
女
性
の
社
会

的
進
出
と
関
連
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
も
「
病
い
は
世

に
つ
れ
」
で
あ
る
。

い
っ
ぽ
う
、
日
本
銀
行
の
生
活
意
識
調
査
に
よ
る

と
、
景
況
感
（
景
気
が
良
く
な
っ
て
い
る
と
思
う
か

ど
う
か
）
は
か
な
り
変
化
が
あ
る
が
、
暮
ら
し
向
き

（
生
活
に
ゆ
と
り
が
あ
る
か
ど
う
か
）
は
変
化
が
な

く
、
景
気
の
良
し
悪
し
と
暮
ら
し
の
良
し
悪
し
は
あ

ま
り
結
び
つ
か
な
い
と
い
う
。

と
す
れ
ば
、
現
代
の
神
経
症
は
生
活
に
原
因
が
あ

る
と
い
う
よ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
社
会
で
接
触
し
や
す
い

景
気
変
動
の
動
き
に
無
意
識
に
心
理
的
感
染
を
起
こ

し
て
発
症
す
る
病
い
と
も
い
え
る
。

神
経
症
が
高
じ
る
と
自
殺
に
走
る
。
日
本
は
自
殺

多
発
国
と
い
わ
れ
て
き
た
。
昭
和
・
平
成
で
い
え

ば
、
昭
和
初
期
の
不
況
時
代
に
自
殺
者
の
急
増
が
み

ら
れ
、
戦
後
で
は
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
や
ス
ト
レ
ス
と
い
う

言
葉
が
流
行
し
た
五
〇
年
代
と
バ
ブ
ル
が
は
じ
ま
っ

た
八
〇
年
代
半
ば
に
山
が
あ
り
、
八
〇
年
代
に
は
少

年
少
女
の
「
い
じ
め
自
殺
」
が
話
題
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
九
〇
年
代
末
に
は
中

高
年
男
性
の
自
殺
と
い
う
こ
れ
ま
で
に
な
い
特
色
を

示
し
、
こ
の
た
め
一
九
九
八
年
度
の
男
性
の
平
均
寿

命
が
は
じ
め
て
低
下
し
た
。

今
日
の
リ
ス
ト
ラ
時
代
、
頑
張
り
過
ぎ
で
恥
を
重

ん
じ
緊
張
感
が
強
く
話
す
こ
と
が
不
得
手
な
日
本
人

男
性
、
彼
ら
が
こ
の
時
代
を
生
き
抜
く
に
は
、
お
た

が
い
が
「
弱
さ
」
を
話
し
合
え
る
よ
う
な
世
の
中
を

つ
く
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

川
柳
の
〈
仕
事
の
鬼
死
ぬ
気
で
や
る
と
死
ん
だ
奴
〉

と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
…
…
。

年度別外来受診者数（高良興生院）昭14～52年            『精神神経学雑誌』81-3
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は
じ
め
に

こ
の
項
を
読
ん
で
く
だ
さ
る
方
々
へ
、こ
ん
に
ち
は
。

私
が
、
救
急
救
命
九
州
研
修
所
に
赴
任
し
三
年
が

過
ぎ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
教
え
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
研
修
生
は
、
新
規
課
程
で
、
二
〇
〇
人
×
五
期
＝

一
、〇
〇
〇
人
、
薬
剤
投
与
追
加
講
習
に
至
っ
て
は
、

研
修
所
卒
業
で
は
な
い
方
も
含
め
日
本
全
国
か
ら
、

二
〇
〇
人
×
十
二
期
＝
二
、四
〇
〇
人
と
先
行
実
施

し
た
一
一
〇
人
の
計
二
、五
一
〇
人
と
な
り
ま
す
。 

改

め
て
数
え
て
み
ま
す
と
す
ご
い
数
だ
な
と
思
い
ま
す
。

こ
の
間
、
救
命
士
教
育
に
携
わ
る
も
の
と
し
て
ど

の
よ
う
に
あ
る
べ
き
か
？
ど
の
よ
う
に
教
育
す
る
こ

と
で
現
在
、
国
民
か
ら
要
求
さ
れ
て
い
る
病
院
前
救

護
の
担
い
手
と
し
て
の
救
命
士
が
育
成
さ
れ
て
い
く

だ
ろ
う
か
？
悩
み
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
微
力
で
す

が
、
救
命
士
教
育
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て

き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
日
々
感
じ
て
き
た
こ
と
な
ど
を
少
し
話

さ
せ
て
も
ら
お
う
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
付
き

合
い
く
だ
さ
い
。

救
急
医
療
は
、
医
の
原
点
で
あ
る

私
は
、
よ
く
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
が

く
さ
ん
育
て
て
現
場
に
送
り
出
し
た
い
。」

Ｅ
Ｌ
Ｓ
Ｔ
Ａ
で
の
日
々
で
感
じ
て
い
る
こ
と

「
何
と
す
ば
ら
し
い
環
境
だ
ろ
う
！
」

Ｅ
Ｌ
Ｓ
Ｔ
Ａ
九
州
に
赴
任
し
最
初
に
感
じ
た
こ
と

は
、
こ
れ
で
す
。
個
室
が
整
備
さ
れ
、
食
堂
か
ら
は

お
い
し
そ
う
な
匂
い
が
た
だ
よ
い
、大
浴
場
が
あ
り
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
が
あ
り
…
。

き
ち
ん
と
し
た
衣
食
住
が
保
障
さ
れ
て
い
る
状
況

を
見
て
、「
私
は
、
な
ん
て
劣
悪
な
環
境
で
過
ご
し

て
き
た
の
だ
ろ
う
。
ご
飯
は
、
カ
ッ
プ
め
ん
、
し
か

も
い
つ
食
べ
ら
れ
る
か
分
か
ら
な
い
、
寝
る
の
は
ソ

フ
ァ
ー
の
上
、
い
つ
風
呂
に
浸
か
っ
た
っ
け
？
」
な

ん
て
こ
と
を
考
え
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
高
度
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
人
形
を
は
じ
め
と

す
る
資
器
材
、挿
管
チ
ュ
ー
ブ
、留
置
針
、輸
液
バ
ッ

グ
な
ど
の
実
際
に
使
用
す
る
器
材
が
豊
富
に
あ
り
ま

す
。「
う
ち
の
学
生
さ
ん
の
講
義
に
使
っ
て
も
ら
っ

て
い
る
チ
ュ
ー
ブ
は
い
つ
お
ろ
し
た
も
の
だ
っ
た
っ

け
？
一
年
前
か
な
？
」

こ
れ
は
、
私
が
経
験
し
て
き
た
状
況
の
ほ
う
が
異

常
な
の
で
あ
っ
て
、
Ｅ
Ｌ
Ｓ
Ｔ
Ａ
で
の
環
境
が
当
然

な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
で
も
…
本
当
に
勉
学
、
訓

「
救
急
医
療
は
、
医
の
原
点
で
あ
る
」
と
考
え
て
い

る
人
間
で
す
。
そ
の
救
急
医
療
は
、
決
し
て
病
院
内

の
み
で
完
結
す
る
も
の
で
は
な
く
、
救
命
士
が
担
っ

て
い
る
病
院
前
救
護
の
現
場
か
ら
始
ま
り
、
医
療
機

関
内
で
の
治
療
、
そ
の
後
に
行
わ
れ
る
社
会
復
帰
に

向
け
て
の
リ
ハ
ビ
リ
を
は
じ
め
と
す
る
サ
ポ
ー
ト
が

あ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
入
り
口
を
担
う
救
命
士
活
動
の
質
の
向
上

は
、
当
然
傷
病
者
の
利
益
に
な
る
こ
と
で
す
。
し
か

も
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
昨
今
の
医
療
事
情
を

見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
疲
弊
し
き
っ
た
医
療
資
源
を

有
効
に
利
用
す
る
た
め
に
も
重
要
な
も
の
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

私
は
、
授
業
中
に
よ
く
こ
う
話
し
ま
す
。「
救
命

士
の
質
の
向
上
は
、
傷
病
者
の
た
め
で
あ
る
。
こ
れ

は
当
た
り
前
。
誰
で
も
言
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

し
か
し
私
は
こ
う
考
え
る
。
救
命
士
が
立
派
な
活
動

を
行
え
ば
、
我
々
救
急
医
に
限
ら
ず
医
療
機
関
内
で

働
い
て
い
る
人
間
が
助
か
る
、
楽
に
な
る
。
だ
か
ら

も
っ
と
良
い
救
命
士
に
な
っ
て
く
れ
。そ
の
結
果
が
、

傷
病
者
の
た
め
に
も
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
？
そ
の
た

め
に
Ｅ
Ｌ
Ｓ
Ｔ
Ａ
で
き
ち
ん
と
し
た
知
識
を
勉
強
し

て
も
ら
い
、
そ
れ
を
き
ち
ん
と
使
え
る
救
命
士
を
た
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練
に
集
中
で
き
る
こ
の
良
い
環
境
に
感
謝
し
、
上
手

に
活
用
で
き
て
い
ま
す
か
？
新
規
養
成
課
程
で
は
約

半
年
間
、
薬
剤
投
与
追
加
講
習
で
は
約
一
ヶ
月
間
、

こ
の
期
間
し
か
使
え
な
い
こ
の
恵
ま
れ
た
環
境
を
最

大
限
利
用
し
つ
く
し
て
い
ま
す
か
？
「
ほ
ん
と
に
う

ら
や
ま
し
い
な
。
今
度
、
う
ち
の
学
生
と
か
研
修
医

と
か
に
こ
っ
そ
り
こ
こ
を
使
わ
せ
て
も
ら
っ
て
教
育

さ
せ
て
も
ら
お
う
か
な
。」

研
修
生
、
講
習
生
の
皆
さ
ん
の
規
律
正
し
さ

消
防
と
い
う
組
織
が
、
皆
さ
ん
の
ベ
ー
ス
で
あ

り
、
規
律
正
し
く
統
制
の
取
れ
た
行
動
、
集
中
力
は

こ
れ
ま
で
に
受
け
て
き
た
教
育
、
訓
練
の
賜
物
で
あ

り
、
さ
す
が
だ
と
思
い
ま
す
。
研
修
生
が
、
教
官
の

一
挙
手
一
投
足
を
凝
視
し
、
一
心
不
乱
に
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
人
形
に
向
か
い
心
肺
蘇
生
を
行
っ
て
い
る

の
を
見
る
と
こ
ち
ら
ま
で
背
筋
の
伸
び
る
思
い
が
し

ま
す
。授
業
中
に
も
襲
う
睡
魔
に
向
か
う
そ
の
姿
勢
、

座
っ
た
ま
ま
で
微
動
だ
に
せ
ず
、
意
識
だ
け
は
遠
く

に
…
ち
ょ
っ
と
か
わ
い
そ
う
に
な
り
ま
す
。

研
修
生
、
講
習
生
の
皆
さ
ん
の
連
帯
感

先
に
も
述
べ
た
と
お
り
組
織
人
と
し
て
の
基
礎
が

し
っ
か
り
し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
北
は
北
海
道
、

南
は
沖
縄
ま
で
出
身
が
違
い
、
年
齢
が
違
い
、
ど
の

よ
う
な
間
柄
で
も
消
防
人
、
救
命
士
と
し
て
の
連
帯

感
は
す
さ
ま
じ
い
も
の
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

皆
で
一
致
団
結
し
て
困
難
に
立
ち
向
か
う
姿
を
見
て

い
る
と
頼
も
し
い
限
り
で
す
。
そ
の
中
で
の
情
報
伝

達
能
力
も
特
筆
す
べ
き
も
の
が
あ
り
ま
す
。
午
前
の

授
業
で
話
し
た
こ
と
が
午
後
の
授
業
で
は
筒
抜
け

だ
っ
た
り
、
総
合
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
想
定
が
次

の
日
に
は
対
策
さ
れ
て
い
た
り
、
試
験
問
題
が
次
の

期
に
は
知
れ
渡
っ
て
い
た
り
…
恐
ろ
し
い
で
す
。

最
後
に

平
成
三
年
に
救
急
救
命
士
制
度
が
発
足
し
、
整
備

さ
れ
て
き
た
救
急
救
命
士
は
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

誰
も
が
適
切
な
医
療
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
体
制

（
こ
れ
は
私
の
考
え
る
救
急
医
療
の
中
の
一
部
分
で

す
）
の
一
端
を
担
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
誰
の
も
と
に
も
駆
け
つ
け
、
親
身
に
な
っ

て
訴
え
を
聞
き
、
正
確
な
観
察
、
確
実
な
評
価
を
行

い
、そ
の
症
状
に
応
じ
て
適
切
な
処
置
を
行
い
つ
つ
、

病
院
選
定
を
行
い
、
迅
速
に
搬
送
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
搬
送
先
の
医
療
機
関
で
は
、
傷
病
者

の
情
報
を
的
確
に
次
の
医
療
従
事
者
に
伝
達
す
る
こ

と
も
必
要
で
す
。
大
変
な
仕
事
で
す
。
生
半
可
な
こ

と
で
は
遂
行
で
き
な
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
本
当

に
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
ま

だ
ま
だ
す
べ
き
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

人
数
的
な
整
備
は
一
五
年
以
上
を
過
ぎ
、
ほ
ぼ
達

成
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
質
的
な
整
備
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
？

医
療
従
事
者
と
し
て
の
自
覚
、
資
質
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
？

常
に
進
歩
し
続
け
る
医
学
に
対
し
て
、
高
い
レ
ベ

ル
で
の
医
学
知
識
、
技
術
、
特
に
傷
病
者
に
対
す
る

思
い
や
り
の
心
を
持
ち
続
け
て
い
ま
す
か
？

具
体
的
に
一
例
を
挙
げ
る
と
、
薬
剤
投
与
追
加
講

習
時
に
今
か
ら
新
た
な
薬
剤
投
与
と
い
う
知
識
、
技

術
を
勉
強
し
て
も
ら
う
の
に
、ま
ず
心
肺
蘇
生
法（
確

実
な
一
次
救
命
処
置
：
Ｂ
Ｌ
Ｓ
＋
除
細
動
）、
静
脈

路
確
保
の
知
識
、
技
術
を
再
確
認
、
訓
練
し
て
も
ら

わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
現
状
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

常
に
医
学
の
進
歩
に
適
応
す
る
努
力
が
必
要
で
あ

り
、た
っ
た
今
ま
で
常
識
だ
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
、

数
年
後
に
は
違
う
こ
と
が
有
り
得
る
分
野
に
皆
さ
ん

は
い
る
の
で
す
。
例
え
ば
、
心
肺
蘇
生
法
に
お
い
て

も
以
前
は
五
対
一
だ
っ
た
胸
骨
圧
迫
対
換
気
比
が
、

一
五
対
二
と
な
り
現
在
は
三
〇
対
二
に
な
っ
て
い
る

で
は
な
い
で
す
か
。

そ
の
た
め
に
も
救
命
士
の
活
動
は
、
救
命
士
自
身

が
評
価
、
発
展
さ
せ
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
医
師
は
、
あ
く
ま
で
も
人
体
、
生
命
を
診
る
分

野
と
し
て
の
助
言
、
提
言
を
行
っ
て
い
く
も
の
で
あ

り
、
病
院
前
活
動
そ
の
も
の
を
作
り
上
げ
て
い
く
の

は
、
そ
の
領
域
で
働
く
救
急
救
命
士
が
行
う
べ
き
で

し
ょ
う
。
救
急
救
命
士
は
、
決
し
て
医
師
の
指
示
の

も
と
だ
け

4

4

で
行
動
す
る
手
下
で
は
な
い
の
で
あ
り
、

目
前
に
あ
る
傷
病
者
の
生
命
を
守
る
と
い
う
共
通
す

る
目
的
を
持
ち
、
活
動
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
が
違
う
職

業
集
団
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

い
つ
も
の
授
業
の
ご
と
く
、
ま
と
ま
り
の
な
い
話

で
す
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
が
、
本
当
に
最
後
の
話
で
す
。

  

こ
こ
最
近
、
入
校
式
や
卒
業
式
な
ど
の
受
講
生
全

体
の
前
で
話
し
続
け
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
自
身
の
身
内
（
子
ど
も
で
あ
れ
、
妻
で
あ

れ
、
父
親
で
あ
れ
）、
あ
る
い
は
親
し
い
人
が
危
機

に
瀕
し
て
い
ま
す
。
そ
の
時
に
そ
の
人
を
助
け
て

く
れ
る
救
命
士
が
、
今
皆
さ
ん
の
隣
に
居
る
同
僚
で

良
か
っ
た
で
す

か
？
あ
る
い
は
、

そ
の
同
僚
に
助

け
て
く
れ
と
心

か
ら
頼
め
ま
す

か
？
頼
ま
れ
た

と
し
て
自
信
を

持
っ
て
「
ま
か

せ
と
け
！
」
と

答
え
る
こ
と
が

出
来
ま
す
か
？
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は
じ
め
に

A
utoPulse

T
M

人
工
蘇
生
シ
ス
テ
ム
（
以
下A

utoPulse

）
は
、

一
般
的
名
称
を
電
動
式
心
肺
人
工
蘇
生
器
と
い
い
、
負
荷
分
散
バ
ン

ド
（load-distributing band, LD

B

以
下
Ｌ
Ｄ
Ｂ
）
が
胸
部
を
取

り
囲
ん
で
胸
骨
圧
迫
を
行
う
器
具
で
、
胸
を
締
め
付
け
る
た
め
の
電

力
作
動
性
の
バ
ン
ド
と
バ
ッ
ク
ボ
ー
ド
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ア
メ

リ
カ
心
臓
協
会
（A

m
erican H

eart A
ssociation, A

H
A

）
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
ク
ラ
ス
分
類
は
Ⅱ
ｂ
に
分
類
さ
れ
、
適
切
に
訓
練
さ
れ

た
要
員
が
院
内
あ
る
い
は
院
外
で
、
心
停
止
患
者
へ
の
心
肺
蘇
生

（cardiopulm
onary resuscitationCPR

以
下
Ｃ
Ｐ
Ｒ
）
に
補
助

的
に
用
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
Ｌ
Ｄ
Ｂ
を
用
い
た
Ｃ
Ｐ
Ｒ
（
Ｌ
Ｄ
Ｂ-

Ｃ
Ｐ
Ｒ
）
の
使
用
を
考
慮
し
て
も
構
わ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

我
が
国
の
住
宅
環
境
は
、
狭
隘
住
宅
で
あ
り
二
階
建
て
住
宅
の
二

階
か
ら
の
搬
送
も
狭
隘
な
階
段
が
多
く
、
胸
骨
圧
迫
の
中
断
時
間
も

延
長
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
今
後
こ
の
よ
う
な
住
宅
環
境
で
は

布
担
架
等
を
同
時
に
使
用
し
たA

utoPulse

の
使
用
が
胸
骨
圧
迫
の

中
断
時
間
を
短
縮
し
、
搬
送
時
間
短
縮
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
本
研
究
で
は
、
布
担
架
と
メ
イ
ン
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
に
お
い

てA
utoPulse

を
使
用
し
、
胸
骨
圧
迫
の
中
断
時
間
と
搬
送
の
所
要

時
間
を
測
定
し
、A

utoPulse

使
用
の
有
用
性
を
検
討
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

対
象
及
び
方
法

１

対
象

関
東
地
方
の
Ｔ
消
防
庁
救
急
隊
四
隊
、
Ｓ
消
防
本
部
救
急
隊
一

隊
、
Ｈ
消
防
本
部
救
急
隊
一
隊
、
Ｓ
Ｎ
消
防
本
部
救
急
隊
一
隊
の
合

計
七
隊
の
救
急
隊
を
対
象
に
行
っ
た
。
対
象
者
に
は
、
研
究
の
目

的
、
測
定
方
法
を
文
書
及
び
口
頭
で
説
明
し
、
本
研
究
へ
の
参
加
を

依
頼
し
た
。
対
象
者
は
、
研
究
の
趣
旨
を
十
分
理
解
し
た
上
で
、
参

加
を
承
諾
し
文
書
に
よ
る
同
意
を
得
た
。
対
象
者
の
平
均
年
齢
は
、

三
八
・
七
歳
±
九
歳
で
あ
っ
た
。

２

方
法

Laerdal

社
製Resusci A

nne

（
以
下
レ
サ
シ
ア
ン
）
を
傷
病

者
と
し
て
、
対
象
者
の
救
急
隊
三
名
が
救
急
出
場
し
、
反
応
の
確

認
、
呼
吸
脈
拍
の
確
認
後
二
分
間
の
Ｃ
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
、
一
回
の

除
細
動
の
後
、
す
ぐ
に
メ
イ
ン
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
に
傷
病
者
を
収

容
し
、
ス
ロ
ー
プ
一
五
ｍ
を
搬
送
す
る
救
急
活
動
の
測
定
を
行
い
、

同
時
に
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
（SO

N
Y

 D
CR-SR300

）を
使
用
し
撮
影

を
行
っ
た
。
救
急
活
動
測
定
終
了
後
、ラ
ッ
プ
ト
ッ
プ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

（D
ELL PP01L

）
を
接
続
し
、Laerdal

社
製 PC Skill Reporting 

System
 V

er.2.2.1

を
使
用
し
記
録
を
行
っ
た
。

被
験
者
の
救
急
隊
は
、
傷
病
者
の
レ
サ
シ
ア
ン
に
対
し
て
可
能
な

限
り
実
際
の
救
急
活
動
を
行
う
こ
と
と
し
た
が
、
除
細
動
に
関
し
て

は
、
現
場
で
一
回
の
み
の
除
細
動
を
行
い
、
そ
の
他
の
救
命
処
置
を

行
わ
ず
、
す
ぐ
に
メ
イ
ン
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
に
収
容
し
、
約
一
五
ｍ

の
ス
ロ
ー
プ
を
搬
送
す
る
こ
と
と
し
た
。

右
記
の
設
定
で
次
の
三
種
類
の
救
急
活
動
を
行
い
、測
定
を
行
っ
た
。

⑴

用
手
Ｃ
Ｐ
Ｒ
群
（
以
下M

-CPR

群
）

�

「
目
撃
者
な
し
、
現
着
ま
で
五
分
以
上
」
と
い
う
設
定
に
よ
り

三
名
の
救
急
隊
が
救
急
出
場
し
、
反
応
の
確
認
、
呼
吸
脈
拍
の
確

認
後
、
二
分
間
の
用
手
Ｃ
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
、
一
回
の
除
細
動
の
後
、

メ
イ
ン
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
に
傷
病
者
を
収
容
し
、
ス
ロ
ー
プ
一
五

ｍ
を
用
手
Ｃ
Ｐ
Ｒ
を
行
い
な
が
ら
搬
送
す
る
こ
と
と
し
た
。

⑵

プ
ロ
ト
コ
ル
Ｎ
ｏ.

１
（
以
下CPR-First

群
）

�

五
分
のA

utoPulse

の
取
り
扱
い
説
明
と
四
〇
分
の
取
り
扱
い

訓
練
の
後
、「
目
撃
者
な
し
、
現
着
ま
で
五
分
以
上
」
と
い
う
設

定
に
よ
り
三
名
の
救
急
隊
が
救
急
出
場
し
、
反
応
の
確
認
、
呼
吸

脈
拍
の
確
認
後
、
二
分
間
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
Ｃ
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
、
一

回
の
除
細
動
の
後A

utoPulse

を
装
着
す
る
と
い
う
プ
ロ
ト
コ
ル

Ｎ
ｏ.

１
（
図
１
）
に
従
い
救
急
活
動
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

⑶

プ
ロ
ト
コ
ル
Ｎ
ｏ.

２
（
以
下A

P-First

群
）

�

⑵
の
実
験
終
了
後
、「
目
撃
者
な
し
、
現
着
ま
で
五
分
以
上
」

と
い
う
設
定
に
よ
り
三
名
の
救
急
隊
が
救
急
出
場
し
、
反
応
の
確

認
、
呼
吸
脈
拍
の
確
認
後
Ｃ
Ｐ
Ｒ
を
開
始
し
、A

utoPulse

到
着

後
、
す
ぐ
に
装
着
し
、
合
計
二
分
間
の
Ｃ
Ｐ
Ｒ
を
実
施
す
る
と
い

う
プ
ロ
ト
コ
ル
Ｎ
ｏ.

２
（
図
２
）
に
従
い
救
急
活
動
を
実
施
し
、

一
回
の
除
細
動
の
後
、
メ
イ
ン
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
に
傷
病
者
を
収

容
し
、
ス
ロ
ー
プ
一
五
ｍ
を
搬
送
す
る
こ
と
と
し
た
。

３

評
価

胸
骨
圧
迫
の
深
さ
に
つ
い
て
は
、
レ
サ
シ
ア
ン
を
使
用
し
測
定

を
行
っ
た
。
測
定
終
了
後
、
ラ
ッ
プ
ト
ッ
プ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

（D
ELLPP01L

）
を
接
続
し
、
胸
骨
圧
迫
の
深
さ
の
測
定
に
は
、

PC Skill Reporting System
 V

er.2.2.1

を
使
用
し
、
右
記
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
記
録
を
行
っ
た
。

PC Skill Reporting System
 V

er.2.2.1

の
胸
骨
圧
迫
の
深
さ

は
、
救
急
蘇
生
法
の
指
針
に
基
づ
き
、
四
〇
㎜
か
ら
五
〇
㎜
に
設
定

し
四
〇
㎜
以
上
の
圧
迫
を
適
正
と
評
価
し
た
。

４

統
計
的
解
析

三
群
間
の
検
定
は
、
一
元
配
置
分
散
分
析
法
を
用
い
た
。
群
間

に
差
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、D

unnett

法
を
用
い
て
多
重
比
較
を

行
っ
た
。
統
計
処
理
の
有
意
水
準
は
、
危
険
率
五
％
未
満
と
し
た
。

結
果傷

病
者
接
触
か
ら
搬
送
終
了
ま
で
の
活
動
時
間
（
図
３
）
の
平
均

時
間
は
、A

P-First

群
が
二
二
五
・
一
秒
と
最
も
短
く
、
次
にCPR-

救急に関する調査研究助成事業報告書（概要）

各種搬送資器材におけるAutoPulse使用
の有用性の検討

帝京大学医学部救命救急センター

竹内保男、金子一郎、坂本哲也
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First

群
、M

-CPR

群
の
順
で
、A

P-First

群
、CPR-First

群
が

M
-CPR

群
と
比
べ
有
意
に
短
か
っ
た
。

傷
病
者
接
触
か
ら
搬
送
終
了
ま
で
の
胸
骨
圧
迫
中
断
時
間
（
図

４
）
の
平
均
時
間
も
、A

P-First

群
が
五
五
・
五
秒
と
最
も
短
く
、

次
にCPR-First

群
、M

-CPR

群
の
順
で
、A

P-First

群
、CPR-

First
群
がM

-CPR

群
と
比
べ
有
意
に
短
か
っ
た
。

前
記
の
救
急
活
動
を
傷
病
者
接
触
か
ら
搬
送
開
始
ま
で
と
搬
送

開
始
か
ら
搬
送
終
了
ま
で
の
二
つ
に
分
け
て
比
較
を
行
っ
た
傷
病

者
接
触
か
ら
搬
送
開
始
ま
で
の
活
動
時
間
、
胸
骨
圧
迫
中
断
時
間
に

有
意
差
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

一
方
、
搬
送
開
始
か
ら
搬
送
終
了
ま
で
の
活
動
時
間
は
、

M
-CPR

群
に
比
べA

P-First

群
、CPR-First

群
が
短
か
っ
た
。

傷
病
者
接
触
か
ら
搬
送
開
始
ま
で
の
活
動
時
間
の
胸
骨
圧
迫
中
断

時
間
は
、M

-CPR

群
と
比
べ
、A

P-First

群
、CPR-First

群
が
有

意
に
短
か
っ
た
。

今
回
、A

utoPulse

を
装
着
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
二
つ
の
プ
ロ
ト

コ
ル
で
行
っ
た
が
、
プ
ロ
ト
コ
ル
Ｎ
ｏ
．
１
のCPR-

First

群
と
プ
ロ
ト
コ
ル
Ｎ
ｏ
．
２
のA

P-First

群
で
傷

病
者
接
触
か
ら
搬
送
終
了
ま
で
の
活
動
時
間
の
み
で
有

意
差
が
見
ら
れ
た
が
、
胸
骨
圧
迫
の
中
断
時
間
で
は
有

意
差
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
搬
送
中
の
胸
骨
圧
迫
の
適
正
率

は
低
く
、A

utoPulse

の
圧
迫
を
一
〇
〇
％
適
正
と
評

価
し
た
場
合
、M

-CPR

群
の
胸
骨
圧
迫
の
適
正
率
は

A
utoPulse

群
に
比
べ
有
意
に
低
か
っ
た
。

考
察

１

活
動
時
間
に
つ
い
て

傷
病
者
接
触
か
ら
搬
送
終
了
ま
で
の
活
動
時
間
に
は

有
意
差
が
あ
り
、
そ
の
活
動
時
間
を
二
つ
に
分
け
た
接

触
か
ら
搬
送
開
始
、
搬
送
開
始
か
ら
搬
送
終
了
の
二
つ

の
時
間
の
う
ち
、
搬
送
開
始
か
ら
搬
送
終
了
ま
で
の
時

間
が
有
意
に
短
く
な
っ
た
こ
と
が
全
体
の
活
動
時
間
短

縮
の
一
つ
の
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。
搬
送
開
始
か
ら
搬

送
終
了
ま
で
の
活
動
時
間
は
短
縮
さ
れ
、A

utoPulse
の
使
用
は
、
搬
送
中
もA

utoPulse

が
胸
骨
圧
迫
を
継

続
し
な
が
ら
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
搬
送
時
間
を
短
縮
さ
せ

る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。

ま
た
、A

utoPulse

を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
現

場
の
滞
在
時
間
が
長
く
な
る
と
思
わ
れ
た
が
、
接
触
か

ら
搬
送
開
始
ま
で
の
活
動
時
間
に
有
意
差
は
見
ら
れ

ず
、
現
場
滞
在
時
間
の
延
長
は
明
ら
か
に
は
認
め
ら
れ

な
か
っ
た
。

２

胸
骨
圧
迫
の
中
断
時
間
に
つ
い
て

A
utoPulse

の
使
用
に
よ
り
、
傷
病
者
接
触
か
ら
搬

送
終
了
ま
で
の
胸
骨
圧
迫
中
断
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
搬

送
開
始
か
ら
搬
送
終
了
ま
で
の
胸
骨
圧
迫
中
断
時
間
の

短
縮
が
一
つ
の
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。
接
触
か
ら
搬

送
開
始
ま
で
の
中
断
時
間
で
は
、
差
が
見
ら
れ
な
か
っ

た
。
こ
れ
は
次
に
挙
げ
る
二
つ
の
中
断
時
間
が
う
ま
く

差
し
引
き
さ
れ
、
搬
送
開
始
ま
で
の
中
断
時
間
の
差
を

少
な
く
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
目
の
中
断
時
間
は
、

M
-CPR

群
で
は
、
傷
病
者
を
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
に
収
容
す
る
際
に

発
生
す
る
胸
骨
圧
迫
の
中
断
時
間
で
あ
る
。
こ
の
胸
骨
圧
迫
中
断
時

間
は
、A

utoPulse

を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
二
つ
目
の
中
断
時
間
はA

utoPulse

を
装
着
す
る
際
に
発

生
す
る
中
断
時
間
で
あ
る
。
装
着
時
に
は
傷
病
者
をA

utoPulse

に

載
せ
る
時
と
ラ
イ
フ
バ
ン
ド
を
装
着
す
る
際
に
胸
骨
圧
迫
の
中
断
時

間
が
発
生
す
る
。

３

ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
搬
送
中
の
胸
骨
圧
迫

ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
搬
送
中
の
胸
骨
圧
迫
で
は
、M

-CPR

群
は
、

適
正
率
が
低
く
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
移
動
中
の
胸
骨
圧
迫
は
、
実
際
の

救
急
活
動
に
お
い
て
も
適
正
に
行
わ
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
高
い
こ

と
を
う
か
が
わ
せ
た
。

４

プ
ロ
ト
コ
ル
に
つ
い
て

プ
ロ
ト
コ
ル
Ｎ
ｏ
．
１
のCPR-First

群
と
プ
ロ
ト
コ
ル
Ｎ
ｏ
．

２
のA

P-First

群
で
は
、
傷
病
者
接
触
か
ら
搬
送
終
了
ま
で
の
活

動
時
間
の
み
で
差
が
見
ら
れ
、
こ
れ
は
二
分
間
の
Ｃ
Ｐ
Ｒ
を
行

い
、
一
回
の
除
細
動
を
行
っ
て
か
らA

utoPulse

を
使
用
す
るCPR-

First

群
に
比
べ
、A

P-First

群
は
、
こ
の
二
分
の
Ｃ
Ｐ
Ｒ
の
間
に

A
utoPulse

を
装
着
す
る
た
め
、
接
触
か
ら
搬
送
開
始
の
活
動
時
間

に
有
意
差
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
全
体
の
活
動
時
間
と
し
てA

P-
First

群
の
方
が
短
く
な
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。

結
論ス

ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
と
布
担
架
を
使
用
し
て
、A

utoPulse

使
用
の

救
急
活
動
時
間
と
胸
骨
圧
迫
の
中
断
時
間
の
比
較
を
行
っ
た
が
、
活

動
時
間
は
短
縮
さ
れ
、
胸
骨
圧
迫
の
中
断
時
間
も
短
縮
さ
れ
た
。

ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
移
動
中
の
胸
骨
圧
迫
の
適
正
率
も
高
く
な
り
、

ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
で
の
移
動
中
のA

utoPulse

の
使
用
は
、
有
用
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

図4 傷病者接触から搬送終了までの中断時間

図3 傷病者接触から搬送終了までの活動時間

図1 オートパルスプロトコル No.1 図2 オートパルスプロトコル No.2

目撃なし又は
覚知-現着5分以上

目撃なし又は
覚知-現着5分以上
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背
景レ

ン
ト
ゲ
ン
や
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
画
像
診
断
の
精
度
向
上
や
、
気

管
支
鏡
検
査
の
普
及
な
ど
の
医
療
・
医
学
の
進
歩
に
伴
い
、
聴

診
は
診
断
方
法
と
し
て
の
重
要
性
が
見
逃
さ
れ
が
ち
で
あ
る
⑴
。

し
か
し
、
簡
便
に
短
時
間
か
つ
無
侵
襲
に
繰
り
返
す
こ
と
が
で

き
る
診
断
手
技
で
あ
り
、
病
態
の
迅
速
な
把
握
に
適
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
救
急
医
療
や
災
害
時
に
は
依
然
と
し
て
有
用
性
が

高
い
⑵
。
し
か
し
な
が
ら
聴
診
に
よ
る
診
断
は
、
相
応
の
経
験

と
修
練
が
要
求
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
聴
診
所
見
は
数
量
化
で

き
な
い
た
め
客
観
性
に
乏
し
く
、
情
報
の
共
有
、
伝
達
や
記
録

が
困
難
で
あ
る
⑶
。
そ
こ
で
、
聴
診
音
を
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
を

用
い
て
周
波
数
解
析
を
行
い
音
圧
の
変
化
を
波
形
に
表
す
記
録

解
析
装
置
を
考
案
し
た
。
実
際
に
気
胸
症
例
に
対
し
試
用
し
て

み
た
と
こ
ろ
、
呼
吸
音
の
左
右
差
を
検
知
す
る
こ
と
が
で
き
た

た
め
報
告
す
る
。

装
置
と
方
法

膜
型
の
聴
診
器
（Littm

ann
Cardiology III,3M

）
と

コ
ン
デ
ン
サ
マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ン
（ECM

-C10,SO
N

Y

）
を
接

続
し
た
も
の
を
二
セ
ッ
ト
用
意
し
、
リ
ニ
ア
Ｐ
Ｃ
Ｍ
レ
コ
ー

ダ
ー
（ED

IRO
L

R-09,Roland

）
を
介
し
て
ノ
ー
ト
パ
ソ

コ
ン
で
ス
テ
レ
オ
録
音
を
行
っ
た
（
図
１
）。

な
お
、
同
一
の
製
品
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
左
右
の
入

力
を
等
し
い
音
響
特
性
で
記
録
し
た
と
み
な
し
て
い
る
。
こ
の

装
置
で
は
、
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
の
容
量
の
許
す
限
り
長
時
間
の

連
続
記
録
が
行
え
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
使
用
で

き
る
。
記
録
部
位
は
左
右
対
称
と
な
る
よ
う
両
側
第
二
肋
間
鎖

骨
中
線
上
と
し
、
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
で
呼
吸
音
を
モ
ニ
タ
ー
し

な
が
ら
ノ
イ
ズ
の
少
な
い
記
録
と
な
る
よ
う
配
慮
し
た
（
図

２
）。
四
八
・
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
、
一
六
ｂ
ｉ
ｔ
の
ｗ
ａ
ｖ
ｅ
フ
ァ
イ
ル

で
記
録
、
同
時
に
周
波
数
解
析
ソ
フ
ト
（D

SSF3 Realtim
e 

A
nalyzer ver.5,

吉
正
電
子
）
を
用
い
て
高
速
フ
ー
リ
エ
変
換

図1 記録装置

救急に関する調査研究助成事業報告書（概要）

呼吸音の視覚化の研究
～外傷性気胸を検出するデバイスの考案～

林 伸洋、八木啓一
鳥取大学医学部附属病院救急災害医学

図２ 記録風景
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を
行
い
、
前
胸

部
聴
診
音
に
よ

る
入
力
情
報
の

パ
ワ
ー
ス
ペ
ク

ト
ル
波
形
を

左
右
で
比
較
し

た
。
つ
ま
り
聴

診
に
よ
る
気
胸

の
診
断
（
＝
患

側
吸
気
時
呼
吸

音
の
減
弱
）を
、

こ
の
記
録
分
析

装
置
で
も
左
右

入
力
波
形
の
違

い
に
よ
っ
て
検

出
可
能
か
ど
う

か
検
討
し
た
。

結
果健

常
者
（
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
）

（
図
３
）

事
前
の
健
常
者
症
例
の
検
討
や
、
正
常
呼
吸
音
の
周
波
数
分

布
⑷
か
ら
心
音
の
影
響
を
受
け
に
く
い
と
判
断
さ
れ
た
三
〇
〇

Ｈ
ｚ
付
近
の
周
波
数
帯
で
左
右
差
の
検
討
を
行
っ
た
。
こ
の
周

波
数
帯
に
お
い
て
聴
診
音
の
音
圧
レ
ベ
ル
（
グ
ラ
フ
の
縦
軸
で

単
位
は
ｄ
Ｂ
、
最
大
入
力
を
〇
〈
ゼ
ロ
〉
と
し
て
い
る
た
め
負

の
値
を
示
し
て
い
る
）
に
左
右
差
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

症
例
（
図
４
）

交
通
事
故
に
よ
る
胸
部
打
撲
患
者
：
仰
臥
位
レ
ン
ト
ゲ
ン
上

で
気
胸
の
存
在
を
認
め
ず
、
Ｃ
Ｔ
で
発
見
さ
れ
た
左
潜
在
性
気

胸
の
症
例
で
あ
っ
た
。
通
常
の
聴
診
で
呼
吸
音
の
左
右
差
を
指

摘
し
た
の
は
経
験
を
積
ん
だ
指
導
医
の
み
で
あ
り
、
経
験
の
浅

い
研
修
医
や
看
護
師
は
左
右
差
な
し
と
記
録
し
て
い
た
。
解
析

波
形
上
（
特
に
三
〇
〇
Ｈ
ｚ
）
で
は
左
呼
吸
音
の
減
弱
を
指
摘

可
能
で
あ
っ
た
（
図
５
）。

考
察呼

吸
音
を
周
波
数
分
析
し
、
呼
吸
音
の
左
右
差
を
波
形
上

で
客
観
的
に
表
示
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
今
後
、
症

例
を
蓄
積
し
外
傷
患
者
診
療
上
の
有
用
性
や
感
度
の
検
討
を

行
う
必
要
が
あ
る
。
外
傷
に
伴
う
気
胸
患
者
に
は
、
搬
送
中

や
陽
圧
換
気
中
に
緊
張
性
気
胸
に
移
行
す
る
潜
在
性
気
胸
の

存
在
が
知
ら
れ
て
お
り
⑸
⑹
、
呼
吸
音
を
繰
り
返
し
聴
取
す
る

必
要
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
症
例
に
対
し
て
は
持
続
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
を
行
え
ば
、
病
態
変
化
を
早
期
に
確
認
で
き
る
優
れ

た
装
置
と
な
り
得
る
。
ま
た
、
安
価
で
軽
量
小
型
な
呼
吸
モ

ニ
タ
ー
と
し
て
、
救
急
車
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
へ
の
配
備
や
、

全
身
麻
酔
・
集
中
治
療
時
の
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
、
遠
隔
医
療

や
教
育
機
材
と
し
て
も
利
用
可
能
と
思
わ
れ
る
。
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図4 症例

図５ 症例の解析波形
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研
究
の
背
景

本
邦
で
の
急
病
の
発
生
場
所
の
割
合
を
見
て
み
る
と
、
七
〇
％
近
く
が
一
般
住
宅

の
居
室
で
あ
る
⑴
〜
⑷
。
し
か
し
都
心
で
は
高
層
住
宅
が
多
く
、
特
に
階
段
搬
送
中
は

効
果
的
な
蘇
生
処
置
が
行
え
な
い
の
が
現
実
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
搬
送
中
の
心
肺

停
止
傷
病
者
に
対
し
て
の
処
置
は
、
本
邦
で
は
高
層
建
築
物
な
ど
が
ほ
か
の
国
と
比

べ
て
多
い
な
ど
の
理
由
に
よ
り
極
め
て
難
し
い
と
言
え
る
。

Load-distributing band vest CPR

（
Ｌ
Ｄ
Ｂ-

Ｃ
Ｐ
Ｒ
又
は
ｖ
ｅ
ｓ
ｔ 

Ｃ
Ｐ
Ｒ
）

は
ガ
ス
又
は
電
気
駆
動
に
よ
っ
て
胸
隔
を
全
周
性
に
圧
迫
し
て
胸
骨
圧
迫
の
代
用
と

す
る
装
置
で
あ
る
。
ｖ
ｅ
ｓ
ｔ 

Ｃ
Ｐ
Ｒ
に
よ
っ
て
病
院
外
心
停
止
患
者
の
生
存
入

院
率
が
向
上
し
た
と
す
る
報
告
が
あ
る
。

目
的今

回
の
研
究
は
こ
の
Ｌ
Ｄ
Ｂ
に
搬
送
機
能
を
持
た
せ
、
絶
え
間
な
い
胸
骨
圧
迫
を

階
段
等
の
今
ま
で
心
肺
蘇
生
が
不
可
能
又
は
不
確
実
だ
っ
た
場
所
に
お
い
て
、
効
果

的
な
心
肺
蘇
生
を
行
う
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
を
検
討
し
た
。

研
究
方
法

本
研
究
で
は
、
⑴
ほ
か
の
自
動
心
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
とA

utoPulse

と
の
比
較
、
⑵

A
utoPulse

を
装
着
し
た
状
態
で
斜
め
に
し
た
際
の
胸
部
圧
迫
ベ
ル
ト
の
ず
れ
、
⑶

A
utoPulse

と
用
手
に
よ
る
胸
骨
圧
迫
の
階
段
搬
送
で
の
時
間
の
比
較
の
三
項
目
に

関
し
て
検
討
し
た
。

⑴A
utoP

ulse

を
装
着
し
た
状
態
で
斜
め
に
し
た
際
の
胸
部
圧
迫
ベ
ル
ト
の
ず
れ

�  A
utoPulse

を
バ
ッ
ク
ボ
ー
ド
に
動
か
な
い
よ
う
に
固
定
し
、
通
常
の
使

用
方
法
の
と
お
り
に
上
半
身
の
衣
服
を
脱
い
だ
対
象
に
肩
バ
ン
ド
も
含
め
て

A
utoPulse

を
装
着
し
た
。
一
回
目
は
こ
の
状
態
で
傾
斜
角
度
を
つ
け
圧
迫
部
位

の
ず
れ
を
測
定
し
、
こ
の
方
法
を
Ａ
群
と
し
た
。
二
回
目
は
一
回
目
の
方
法
に
加

え
、
股
間
部
に
ベ
ル
ト
を
装
着
し
、
同
様
に
測
定
を
実
施
し
た
。
こ
の
方
法
を
Ｂ

群
と
し
た
。
ラ
イ
フ
バ
ン
ド
の
下
部
に
赤
色
の
テ
ー
プ
を
貼
り
、
三
〇
度
、
四
五

度
、
六
〇
度
、
九
〇
度
に
し
た
状
態
で
の
位
置
の
ず
れ
を
計
測
し
た
（
図
１
）。

⑵A
utoP

ulse 

ｖ
ｓ 
用
手
に
よ
る
胸
骨
圧
迫
の
階
段
搬
送
で
の
時
間
の
比
較

�

一
階
層
が
四
九
段
、
傾
斜
角
度
三
四
度
の
階
段
を
使
用
し
、
サ
ブ
ス
ト
レ
ッ

チ
ャ
ー
を
半
坐
位
の
状
態
に
し
、蘇
生
訓
練
用
人
形
（
レ
サ
シ
ア
ン
、Laerdal

社
、

StavangarN
orw

ay :

以
下
、
レ
サ
シ
ア
ン
と
記
載
）
を
乗
せ
三
階
層
（
踊
り
場

三
箇
所
）
を
搬
送
し
位
置
の
ず
れ
を
計
測
し
た
。

�

こ
の
搬
送
を
実
施
し
た
対
象
は
現
職
の
救
急
隊
員
六
名
で
あ
り
、
対
象
の
平

均
年
齢
は
四
三
・
一
±
一
二
・
九
歳
で
あ
っ
た
。

A
utoPulse

を
使
用
し
て
搬
送
し
た
群
を
Ａ
Ｐ

群
、
す
べ
て
の
踊
り
場
で
三
〇
対
二
の
Ｃ
Ｐ
Ｒ

を
五
サ
イ
ク
ル
実
施
し
、
搬
送
中
に
は
胸
骨
圧

迫
を
中
断
し
て
搬
送
し
た
群
を
Ｎ
Ａ
Ｐ
群
と

し
、
両
群
と
も
同
対
象
の
六
名
で
行
っ
た
。
こ

の
方
法
を
用
い
て
全
搬
送
時
間
及
び
Ｃ
Ｐ
Ｒ
中

断
時
間
を
比
較
検
討
し
た
。
統
計
学
的
検
討
に

つ
い
て
は
対
応
の
あ
る
ｔ
検
定
を
用
い
、
有
意

水
準
五
％
未
満
を
有
意
差
有
り
と
し
た
。

結
果

１�–

１

ほ
か
の
自
動
心
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
と

A
utoP

ulse

と
の
比
較

A
utoPulse

とT
hum

per

と
Ｈ
Ｌ
Ｒ
の
三
種
類
の
自
動
心
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
を
用
い

て
、
操
作
性
、
安
全
性
、
迅
速
性
、
持
ち
運
び
や
す
さ
の
四
項
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
を
以
下
に
示
す
。

１-

１-

１

操
作
性
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

�

操
作
性
に
つ
い
て
「
非
常
に
操
作
し
や
す
い
」
と
「
操
作
し
や
す
い
」
と

い
う
項
目
を
選
ん
だ
も
の
を
合
わ
せ
る
と
、A

utoPulse

で
は
九
三
・
六
％
、

T
hum

per

で
は
二
三
・
九
％
、
Ｈ
Ｌ
Ｒ
で
は
二
九
・
四
％
で
あ
っ
た
（
図
２
）。

１-

１-

２

安
全
性
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

安
全
性
に
つ
い
て
「
非
常
に
安
全
で
あ
る
」、「
安
全
で
あ
る
」
と
い
う
項
目

を
選
ん
だ
者
を
合
わ
せ
る
と
、A

utoPulse

で
は
八
四
・
四
％
、T

hum
per

で
は

一
九
・
三
％
、
Ｈ
Ｌ
Ｒ
で
は
三
四
・
九
％
で
あ
っ
た
。

１-

１-

３

迅
速
性
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

迅
速
性
に
つ
い
て
「
非
常
に
迅
速
に
使
え
る
」、「
迅
速
に
使
え
る
」
と
い
う
項

目
を
選
ん
だ
者
を
合
わ
せ
る
と
、A

utoPulse

で
は
八
三
・
四
％
、T

hum
per

で
は

一
一
・
〇
％
、
Ｈ
Ｌ
Ｒ
で
は
二
〇
・
二
％
で
あ
っ
た
。

１-

１-

４

持
ち
運
び
や
す
さ
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

持
ち
運
び
や
す
さ
に
つ
い
て
「
非
常
に
持
ち
運
び
や
す
い
」、「
持
ち
運
び
や
す

い
」
と
い
う
項
目
を
選
ん
だ
者
を
合
わ
せ
る
と
、A

utoPulse

で
は
四
一
・
三
％
、

T
hum

per

で
は
八
・
三
％
、
Ｈ
Ｌ
Ｒ
で
は
二
五
・
七
％
で
あ
っ
た
。

１�-

２

A
utoP

ulse

を
装
着
し
た
状
態
で
斜
め

に
し
た
際
の
胸
部
圧
迫
ベ
ル
ト
の
ず
れ

A
utoPulse

を
装
着
し
た
状
態
で
対
象
を
斜
め

に
し
た
場
合
の
ラ
イ
フ
バ
ン
ド
の
ず
れ
に
つ
い
て

検
討
し
た
結
果
を
以
下
に
示
す
。

⑴�

Ａ
群
に
お
け
る
各
角
度
で
の
圧
迫
部
位
の
ず

れ
の
比
較

�  

通
常
通
り
にA

utoPulse

を
装
着
し
傾
斜

さ
せ
た
者
を
Ａ
群
と
し
、
各
角
度
で
の
圧
迫
部

位
の
ず
れ
を
比
較
し
た
。
三
〇
度
で
の
圧
迫
部

位
の
ず
れ
は
〇
・
六
八
±
〇
・
三
八
ｃ
ｍ
で
あ
っ

た
。
四
五
度
で
の
圧
迫
部
位
の
ず
れ
は
一
・
一
四

±
〇
・
三
八
ｃ
ｍ
で
あ
っ
た
。
六
〇
度
で
の
圧

迫
部
位
の
ず
れ
は
一
・
八
八
±
〇
・
六
四
ｃ
ｍ
で

あ
っ
た
。
九
〇
度
で
の
圧
迫
部
位
の
ず
れ
は

二
・
六
八
±
〇
・
八
一
ｃ
ｍ
と
顕
著
で
あ
っ
た

（
図
３
）。

⑵�

Ｂ
群
に
お
け
る
各
角
度
で
の
圧
迫
部
位
の
ず

れ
の
比
較

�  

Ａ
群
の
方
法
に
加
え
、
股
間
部
に
ベ
ル
ト
を

装
着
し
た
状
態
で
傾
斜
さ
せ
た
者
を
Ｂ
群
と

し
、
各
角
度
で
の
圧
迫
部
位
の
ず
れ
を
比
較
し

た
。

�  

三
〇
度
で
の
圧
迫
部
位
の
ず
れ
は
〇
・
五
〇

±
〇
・
二
〇
ｃ
ｍ
で
あ
っ
た
。
四
五
度
で
の
圧

迫
部
位
の
ず
れ
は
〇
・
七
四
±
〇
・
一
九
ｃ
ｍ
で

あ
っ
た
。
六
〇
度
で
の
圧
迫
部
位
の
ず
れ
は

〇
・
八
六
±
〇
・
一
九
ｃ
ｍ
で
あ
っ
た
。
九
〇
度

で
の
圧
迫
部
位
の
ず
れ
は
〇
・
九
〇
±
〇
・
二
〇

ｃ
ｍ
と
大
き
な
差
異
は
認
め
な
か
っ
た
（
図

４
）。

図１ �AutoPulseを装着した状態で角度をつけて圧迫
部位のずれを計測
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１-

２-

１

各
角
度
の
Ａ
群
と
Ｂ
群
の
比
較

三
〇
度
、
四
五
度
、
六
〇
度
、
九
〇
度
の
そ
れ

ぞ
れ
で
Ａ
群
と
Ｂ
群
で
の
ラ
イ
フ
バ
ン
ド
の
圧
迫

部
位
の
ず
れ
を
比
較
し
た
結
果
を
以
下
に
示
す

（
図
５
）。

三
〇
度
で
比
較
す
る
と
、
Ａ
群
で
は
〇
・
六
八

±
〇
・
三
八
ｃ
ｍ
ず
れ
、
Ｂ
群
で
は
〇
・
五
〇
±

〇
・
二
〇
ｃ
ｍ
ず
れ
、
両
群
に
有
意
な
差
は
見
ら

れ
な
か
っ
た
。
四
五
度
で
比
較
す
る
と
、
Ａ
群
で

は
一
・
一
四
±
〇
・
三
八
ｃ
ｍ
ず
れ
、
Ｂ
群
で
は

〇
・
七
四
±
〇
・
一
九
ｃ
ｍ
ず
れ
、
両
群
に
有
意
な

差
が
見
ら
れ
た
（p<0.05

）。
六
〇
度
で
比
較
す

る
と
、
Ａ
群
で
は
一
・
八
八
±
〇
・
六
四
ｃ
ｍ
ず
れ
、
Ｂ
群
で
は
〇
・
八
六
±
〇
・
一
九

ｃ
ｍ
ず
れ
、
両
群
に
有
意
な
差
が
見
ら
れ
た
（p<0.01

）。

九
〇
度
で
比
較
す
る
と
、
Ａ
群
で
は
二
・
六
八
±
〇
・
八
一
ｃ
ｍ
ず
れ
、
Ｂ
群
で
は

〇
・
九
〇
±
〇
・
八
一
ｃ
ｍ
ず
れ
、
両
群
に
有
意
な
差
が
見
ら
れ
た
（p<0.01

）。

１-

３

A
utoP

ulse 

ｖ
ｓ 

用
手
に
よ
る
胸
骨
圧
迫
の
階
段
搬
送
で
の
時
間
の
比
較

Ａ
Ｐ
群
の
搬
送
時
間
は
一
・
四
±
〇
・
一
秒
、
中
断
時
間
は
〇
秒
に
対
し
て
、
Ｎ
Ａ

Ｐ
群
の
搬
送
時
間
は
九
・
一
±
〇
・
八
秒
、
中
断
時
間
は
一
・
三
秒
で
あ
り
、
有
意
な

差
が
見
ら
れ
た
（
図
６
）（p<0.05

）。

考
察

１-

１  

ほ
か
の
自
動
心
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
とA

utoP
ulse

と
の
比
較

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、A

utoPulse

は
ほ
か
の
自
動
心
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
に
比
べ
、

操
作
性
、
迅
速
性
、
安
全
性
に
関
し
て
は
積
極
的
な
使
用
を
肯
定
す
る
よ
う
な
答
え

が
顕
著
に
多
か
っ
た
。

操
作
し
や
す
い
と
い
う
こ
と
や
迅
速
に
使
用
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
自
動
心
マ
ッ

サ
ー
ジ
器
を
装
着
及
び
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
発
生
す
る
胸
骨
圧
迫
中
断
時
間
を
短

縮
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
国
内
で
同
様
の
報
告
⑺
も
あ
る

よ
う
に
救
急
活
動
の
時
間
短
縮
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
安
全
性
に
つ
い
て
は
そ
の
印
象
と
同
様
に
ほ
か
の
自
動
心
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
に

比
べ
て
、
合
併
症
が
な
か
っ
た
と
す
る
報
告
⑻
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
持
ち
運
び
や
す
さ
に
関
し
て
はA

utoPulse

はT
hum

per

や
Ｈ
Ｌ

Ｒ
よ
り
も
持
ち
運
び
や
す
い
と
い
う
結
果
は
出
て
い
る
が
、
運
び
や
す
い
と
答
え
た

者
は
半
数
以
下
で
あ
っ
た
。
確
か
にA

utoPulse

は
空
気
圧
縮
に
よ
る
駆
動
か
ら
電

気
で
の
駆
動
に
代
わ
り
組
み
立
て
る
物
品
等
は
少
な
い
が
、
バ
ッ
テ
リ
ー
だ
け
で
も

二
・
三
ｋ
ｇ
あ
り
、
持
ち
運
ぶ
に
は
重
い
と
い
う
意
見
が
見
ら
れ
、
ほ
か
の
救
急
活

動
資
器
材
と
と
も
に
救
急
現
場
に
持
っ
て
い
く
こ
と
を
考
え
る
と
、
搬
送
資
器
材
の

選
択
は
軽
い
も
の
に
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

１�-

２  A
utoP

ulse

を
装
着
し
た
状
態
で
斜
め
に
し
た
際
の
胸
部
圧
迫
ベ
ル
ト
の

ず
れ

A
utoPulse

を
肩
の
ベ
ル
ト
を
装
着
し
た
状
態
で
傾
斜
を
つ
け
て
搬
送
し
た
場

合
、
角
度
を
つ
け
る
ご
と
に
圧
迫
部
位
の
ず
れ
は
大
き
く
な
り
、
製
造
元
が
提
示
し

て
い
る
搬
送
可
能
角
度
で
あ
る
四
五
度
で
は
一
ｃ
ｍ
程
度
の
ず
れ
が
発
生
し
、
傾
斜

を
つ
け
て
の
搬
送
で
は
肩
の
み
を
固
定
し
て
も
十
分
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
最
も
体
重
の
か
か
る
腰
部
か
ら
臀
部
に
か
け
て
固
定
す
る
よ
う
に
ベ
ル
ト

を
装
着
す
る
と
、
有
意
に
圧
迫
部
位
の
ず
れ
が
減
少
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ず
れ

は
股
間
に
固
定
ベ
ル
ト
を
装
着
す
る
と
ず
れ
は
垂
直
に
立
て
た
場
合
で
も
製
造
元
が

提
示
し
て
い
る
搬
送
可
能
角
度
の
四
五
度
よ
り
も
少
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
傾
斜
を

つ
け
た
搬
送
を
す
る
場
合
に
は
最
も
体
重
の
か
か
る
部
分
に
固
定
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

１-

３  A
utoP

ulse 

ｖ
ｓ 

用
手
に
よ
る
胸
骨
圧
迫
の
階
段
搬
送
で
の
時
間
の
比
較

Ａ
Ｐ
群
の
搬
送
時
間
は
一
・
四
±
〇
・
一
秒
、
中
断
時
間
は
〇
秒
に
対
し
て
、
Ｎ
Ａ

Ｐ
群
の
搬
送
時
間
は
九
・
一
±
〇
・
八
秒
、
中
断
時
間
は
一
・
三
秒
で
あ
っ
た
。

心
肺
停
止
傷
病
者
に
対
し
て
階
段
搬
送
に
お
い
て
用
手
に
よ
る
胸
骨
圧
迫
を
実
施

す
る
際
に
、
仮
に
「
特
殊
な
状
況
で
な
い
限
り
、
胸
骨
圧
迫
の
中
断
時
間
は
で
き
る

だ
け
一
〇
秒
以
内
に
と
ど
め
る
」⑴
と
い
う
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
可
能
な
限
り
実
施
す

る
た
め
に
は
、
踊
り
場
な
ど
の
ス
ペ
ー
ス
で
胸
骨
圧
迫
を
行
い
、
階
段
を
急
い
で
降

ろ
す
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
実
行
す
る
と
三
階
層
搬
送
す
る
だ
け
で
約
九

分
か
か
っ
て
し
ま
う
。
逆
に
早
期
搬
送
を
実
施
す
る
た
め
に
Ｃ
Ｐ
Ｒ
を
せ
ず
に
急
い

で
階
段
搬
送
の
み
を
実
施
し
た
場
合
で
は
九
〇
秒
程
度
は
Ｃ
Ｐ
Ｒ
を
中
断
せ
ざ
る
を

得
な
い
。

こ
の
ど
ち
ら
も
心
肺
停
止
傷
病
者
に
は
有
益
で
は
な
く
、や
は
り
早
期
に
搬
送
し
、

な
お
か
つ
Ｃ
Ｐ
Ｒ
を
中
断
し
な
い
た
め
に
はA
utoPulse

を
装
着
し
た
状
態
で
の
階

段
搬
送
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
た
。

２�

本
研
究
か
ら
考
案
し
た
搬
送
機
能
を
付
加
し
たLoad-distributing band 

vest C
P

R

装
置

本
邦
で
は
搬
送
機
能
を
付
加
し
た
Ｌ
Ｄ
Ｂ-

Ｃ
Ｐ
Ｒ
装
置
と
し
て
、
バ
ッ
ク
ボ
ー

ド
、
サ
ブ
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
、
布
担
架
が
考
え
ら
れ
た
が
、A

utoPulse

は
外
傷
性

心
肺
停
止
傷
病
者
に
対
し
て
は
禁
忌
で
あ
り
、ま
た
バ
ッ
ク
ボ
ー
ド
、サ
ブ
ス
ト
レ
ッ

チ
ャ
ー
は
比
較
的
重
い
た
め
、A

utoPulse

を
付
加
し
た
状
態
で
の
搬
送
は
身
体
的

に
も
負
荷
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
心
肺
停
止
傷
病
者
の
階
段
及
び
狭

隘
な
場
所
か
ら
の
搬
送
に
は
布
担
架
が
適
し
て
い
る
と
考
え
た
。
以
下
に
今
回
、
作

成
し
た
Ｌ
Ｄ
Ｂ-

Ｃ
Ｐ
Ｒ
装
置
を
付
加
し
た
布

担
架
に
つ
い
て
示
す
。

今
回
、
腰
部
に
位
置
す
る
部
分
に
ロ
ー
ル

式
の
布
担
架
を
取
り
付
け
た
。
ロ
ー
ル
式
の

布
担
架
は
傷
病
者
に
合
わ
せ
て
適
度
な
長
さ

に
調
節
で
き
、
自
動
で
巻
き
戻
る
も
の
と
し

た
（
図
７
、
図
８
）。

搬
送
機
能
を
付
加
し
たA

utoPulse

で
階
段
搬
送
（
図
９
）
及
び
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
使
用
し
搬
送
（
図
10
）
を
行
っ
た
結
果
、
人
工
呼
吸
を
継
続
す
る
こ
と
は
難
し
い

が
、
胸
郭
圧
迫
を
継
続
し
な
が
ら
の
搬
送
は
可
能
で
あ
り
、
四
五
度
以
上
の
傾
斜
を

つ
け
た
状
態
で
の
搬
送
を
行
え
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

３

ま
と
め

本
邦
で
の
急
病
の
発
生
場
所
の
割
合
を
見
て
み
る
と
、
七
〇
％
近
く
が
一
般
住
宅

の
居
室
で
あ
る
。
し
か
し
都
心
で
は
高
層
住
宅
が
多
く
、
特
に
階
段
搬
送
中
は
効
果

的
な
蘇
生
処
置
が
行
え
な
い
の
が
現
実
で
あ
る
。
Ｇ
二
〇
〇
五
に
は
絶
え
間
な
い
胸

骨
圧
迫
が
心
肺
蘇
生
に
お
い
て
非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
用
い
て
除
細
動
す
る
場
合
や
階
段
で
傷
病
者
を
移
動
さ
せ
る
場
合
な
ど
の
特
殊

図７ �AutoPulseの腰部部分
にロール式布担架を装
着した様子

図８ ロール式布担架を伸ばした状態

な
状
況
で
な
い
限
り
、
胸
骨
圧
迫
の
中
断
時
間
は
で
き
る
だ
け
一
〇
秒
以
内
に
と
ど

め
る
べ
き
で
あ
る
⑴
。
こ
れ
を
三
人
の
救
急
隊
員
で
成
し
遂
げ
る
に
は
、
今
回
の
研

究
で
用
い
た
よ
う
な
搬
送
可
能
で
か
つ
継
続
し
た
Ｃ
Ｐ
Ｒ
の
可
能
な
器
材
が
日
本
の

救
急
隊
に
望
ま
れ
て
い
る
。
我
が
国
の
救
急
隊
は
階
段
搬
送
中
、
狭
隘
な
場
所
、
傷

病
者
救
助
中
、
救
急
車
走
行
中
な
ど
救
急
現
場
で
Ｃ
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
心
肺
蘇
生
が
不
可
能
又
は
不
確
実
だ
っ
た
が
、
搬
送
機

能
を
付
加
し
たA

utoPulse

を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
効
果
的
な
心
肺
蘇
生
が
継

続
可
能
に
な
り
得
る
こ
と
が
今
回
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り

今
ま
で
の
よ
う
に
胸
骨
圧
迫
を
三
人
隊
の
う
ち
一
人
が
行
う
が
た
め
に
起
こ
る
現
場

で
の
人
員
不
足
が
改
善
さ
れ
、
今
後
起
こ
り
得
る
特
定
行
為
の
拡
大
の
た
め
の
現
場

滞
在
時
間
の
延
長
を
抑
制
又
は
時
間
短
縮
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
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背
景
・
目
的

近
年
、
全
国
各
地
の
学
校
管
理
下
に
お
い
て
痛
ま
し
い
事
件
・
事

故
が
発
生
し
て
お
り
、
教
育
委
員
会
・
各
学
校
内
で
の
学
校
安
全
に

関
す
る
意
識
は
高
ま
っ
て
い
る
。
学
校
に
お
け
る
事
件
・
事
故
発
生

時
の
対
応
及
び
通
報
体
制
等
、
児
童
・
生
徒
を
守
る
安
全
体
制
は
次

第
に
確
立
さ
れ
つ
つ
あ
る
中
、
校
内
で
発
生
し
た
、
負
傷
者
の
身
近

に
い
る
教
員
が
行
う
初
期
救
急
救
助
体
制
に
つ
い
て
は
、
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
す
る
余
地
を
数
多
く
残
し
て
い
る
。

心
肺
停
止
患
者
の
約
七
割
は
、
自
宅
・
住
宅
で
発
生
し
て
い
る
と

言
わ
れ
て
お
り
、
日
中
、
家
庭
に
居
る
こ
と
が
多
い
児
童
・
生
徒
は
、

家
庭
内
で
の
第
一
救
助
者
と
な
り
得
る
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
登

下
校
時
は
児
童
・
生
徒
の
み
の
時
間
帯
で
あ
り
、
ケ
ガ
、
疾
病
、
不

慮
の
事
故
な
ど
が
発
生
す
る
割
合
も
高
い
と
考
え
ら
れ
、
児
童
・
生

徒
も
対
処
法
を
習
得
す
る
必
要
が
あ
る
。

現
在
の
学
校
内
に
お
け
る
応
急
手
当
講
習
ス
タ
イ
ル
は
、
消
防
機

関
や
日
本
赤
十
字
社
が
各
学
校
へ
出
向
・
指
導
し
て
お
り
、
教
員
の

み
で
の
指
導
割
合
は
少
数
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
教
員
が
応
急
手
当
に

関
す
る
、
専
門
知
識
及
び
手
技
の
継
続
的
習
得
を
行
う
た
め
の
時
間

確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
昨
今
の
学
校
教
員
は
地
域
・
家

庭
か
ら
様
々
な
事
柄
を
要
望
さ
れ
、
多
忙
を
極
め
て
い
る
こ
と
も
こ

の
要
因
の
一
つ
で
あ
る
と
推
測
す
る
。
し
か
し
、「
有
事
の
際
の
対

処
」、「
学
校
の
安
全
」
は
急
務
で
あ
り
、
児
童
・
生
徒
の
不
測
の
事

態
に
対
し
て
、
教
員
が
冷
静
に
対
応
し
、
適
切
な
処
置
を
取
る
こ
と

の
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
確
立
が
必
要
と
考
え
る
。

児
童
・
生
徒
に
対
す
る
応
急
手
当
講
習
の
学
習
に
つ
い
て
は
、
各

種
書
籍
が
授
業
で
活
用
さ
れ
て
い
る
が
、
統
一
し
た
具
体
的
な
指
導

案
は
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
各
学
校
の
学
習
に
ば
ら
つ
き
が
生
じ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
学
校
教
育
に
お
け
る
児
童
・
生
徒
に
対

し
て
統
一
し
た
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
、
ま
た
教
員
間
同
士
の
共
通

意
識
を
図
る
資
料
と
し
て
、
学
校
教
育
に
お
け
る
応
急
手
当
普
及
啓

発
の
「
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
及
び
「
視
聴
覚
教
材
」
の
開
発
を
す
る

こ
と
と
し
た
。

本
研
究
会
で
は
、「
教
員
に
対
す
る
応
急
手
当
講
習
会
ア
ン
ケ
ー

ト
（
Ｎ=

一
、二
〇
〇
）」
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
教
員

を
対
象
と
し
た
「
応
急
手
当
普
及
員
養
成
講
習
」
を
開
催
し
継
続
的

に
行
っ
て
い
る
。

①
「
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
作
成

�

本
研
究
員
及
び
小
中
学
校
の
教
員
（
応
急
手
当
普
及
員
有
資
格

者
）
と
検
討
を
重
ね
、
通
常
の
授
業
で
利
用
で
き
る
も
の
、
か
つ

年
齢
に
合
わ
せ
段
階
を
追
っ
た
学
習
を
行
う
構
成
と
し
た
。

�

普
及
員
の
資
格
を
持
た
な
い
担
任
教
諭
が
指
導
可
能
と
す
る
た

め
、プ
ロ
グ
ラ
ム
内
に「
検
討
ポ
イ
ン
ト
」を
示
し
、授
業
を「
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
」と
し
た
。
検
討
ポ
イ
ン
ト
に
沿
っ
て「
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
を
行
い
、
教
員
か
ら
の
一
方
通
行
で
は
な
い
双

方
向
型
の
授
業
を
行
う
こ
と
で
、
児
童
・
生
徒
の
応
急
手
当
に
対

す
る
意
識
の
高
揚
、
教
員
と
児
童
の
意
識
の
共
有
を
目
指
す
こ
と

と
し
た
。

②
「
視
聴
覚
教
材
」
の
作
成

�

教
材
の
内
容
に
つ
い
て
は
、図
「
教
材
項
目
内
容
」
の
と
お
り
。

�

通
常
の
応
急
手
当
講
習
内
容
は
「
心
肺
蘇
生
法
」
が
主
で
あ
る

が
、
発
生
事
例
が
多
い
「
そ
の
他
の
応
急
手
当
」
の
手
技
内
容
を

取
り
入
れ
、
再
現
Ｖ
Ｔ
Ｒ
を
盛
り
込
み
、
イ
メ
ー
ジ
作
り
の
手
助

け
と
し
た
。
ま
た
、通
常
授
業
内
の
教
材
で
あ
る
た
め
短
編
と
し
、

す
べ
て
の
項
目
が
一
〇
分
程
度
で
完
結
で
き
る
よ
う
収
録
・
編
集

し
た
。

モ
デ
ル
学
習
に
つ
い
て

応
急
手
当
普
及
員
を
有
す
る
学
校
か
ら
、
小
学
校
、
中
学
校
と
も

▲視聴覚教材

▲普及員教諭による実技指導

救急に関する調査研究助成事業報告書（概要）

学校教育における応急手当普及啓発
「教育プログラム」及び「視聴覚教材」の開発

飯塚行則、出川 徹、新田幸一
出雲市消防本部応急手当普及啓発研究会
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に
一
校
ず
つ
を
モ
デ
ル
校
と
し
て
協
力
を
依
頼
し
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
及
び
視
聴
覚
教
材
を
使
用
し
て
の
救
急
講
習
「
あ
な
た
が
最
初
の

救
急
隊
員
」
と
称
し
、
保
健
体
育
な
ど
通
常
の
授
業
時
間
内
で
実
施

す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
は
現
状
の
応
急
手
当
講
習
会
が
、
単
発
的

な
講
習
会
で
あ
る
た
め
継
続
性
を
持
た
せ
る
こ
と
、
普
及
員
資
格
取

得
後
、
過
密
な
授
業
日
程
や
校
内
行
事
と
の
兼
ね
合
い
で
、
更
な
る

講
習
の
日
程
調
整
は
困
難
で
あ
る
た
め
唯
一
調
整
可
能
な
授
業
で
行

え
る
こ
と
、
ま
た
普
段
か
ら
個
々
の
能
力
を
把
握
し
て
い
る
教
員
が

指
導
す
る
こ
と
で
、
導
入
が
容
易
で
あ
り
、
児
童
・
生
徒
も
普
段
と

変
わ
ら
な
い
環
境
で
、
無
理
な
く
講
習
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

ス
タ
イ
ル
で
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

学
習
対
象
者
及
び
内
容

対
象
者
は
、
モ
デ
ル
校
の
小
学
校
二
・
四
・
五
・
六
年
生
（
四
一
三

人
）、
中
学
一
年
生
（
一
四
六
人
）
を
対
象
と
し
、
二
学
期
一
回
、

三
学
期
一
回
の
二
授
業
を
行
っ
た
。

小
学
校
二
・
四
年
生
に
つ
い
て
は
「
応
急
手
当
の
重
要
性
」、

「
一
一
九
番
通
報
に
つ
い
て
」
の
テ
ー
マ
で
講
義
を
中
心
と
し
、
小

学
校
五
・
六
年
生
及
び
中
学
一
年
生
は
「
応
急
手
当
の
重
要
性
」
で

意
識
を
学
ん
だ
後
に
「
心
肺
蘇
生
法
」
の
実
技
の
学
習
を
行
っ
た
。

検
証
結
果

「
家
族
が
倒
れ
た
ら
救
急
車
が
呼
べ
ま
す
か
」
に
つ
い
て
、
学

習
前
は
「
呼
べ
る
」
が
七
七
・
九
％
、
学
習
後
で
は
八
六
・
一
％
。

「
呼
吸
の
確
認
」
は
「
で
き
る
」
が
六
七
・
八
％
、
学
習
後
で
は

八
三
・
一
％
。「
人
工
呼
吸
」
は
「
で
き
る
」
が
一
八
・
九
％
、
学
習

後
で
は
五
九
・
三
％
。「
胸
骨
圧
迫
」
は
「
で
き
る
」
が
三
二
・
七
％
、

学
習
後
で
は
八
一
・
九
％
で
あ
っ
た
。

そ
の
他
の
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
と
し
て
、
低
学
年
に
対
し
「
自
宅
の

住
所
、
電
話
番
号
が
言
え
る
」
に
つ
い
て
、
学
習
前
は
四
七
・
九
％

に
対
し
、
学
習
後
で
は
七
〇
・
一
％
で
あ
っ
た
。
ま
た
、「
体
調
不
良

の
友
達
に
声
を
掛
け
ら
れ
ま
す
か
」、「
命
は
大
事
で
す
か
」
と
の
問

い
に
つ
い
て
も
学
習
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
数
値
が
高
値
で
あ
っ

た
。公

開
授
業
後
の
「
意
見
交
換
会
」
で
は
、「
視
聴
覚
教
材
は
児
童

の
意
識
を
引
き
付
け
、
効
果
的
で
あ
っ
た
」、「
応
急
手
当
の
重
要
性

の
意
識
の
授
業
後
、
次
に
実
技
を
行
っ
た
の
で
、
児
童
た
ち
も
理
解

し
や
す
か
っ
た
と
思
う
」、「
応
急
手
当
普
及
員
有
資
格
者
が
校
内
に

い
る
こ
と
で
、
事
故
へ
の
対
応
や
通
常
の
授
業
で
応
急
手
当
授
業
が

取
り
組
み
や
す
い
」、「
視
聴
覚
教
材
が
あ
る
の
で
資
格
者
教
員
の
負

担
が
軽
減
で
き
る
」、「
学
童
期
か
ら
応
急
手
当
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、

人
を
助
け
る
と
い
う
こ
と
で
、命
の
大
切
さ
も
学
習
で
き
る
と
思
う
」

な
ど
、
前
向
き
な
意
見
が
多
く
出
さ
れ
た
。

検
証
結
果
か
ら
の
考
察

検
証
結
果
か
ら
、
視
聴
覚
教
材
及
び
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
使
用
す

る
こ
と
は
授
業
の
補
助
と
な
り
、
指
導
負
担
の
軽
減
及
び
統
一
し
た

知
識
、
手
技
を
提
供
す
る
た
め
に
有
効
で
あ
る
と
推
測
す
る
。
応
急

手
当
学
習
を
授
業
の
一
環
と
し
て
行
う
こ
と
で
、
小
学
校
低
学
年
か

ら
の
学
習
を
可
能
と
し
、
段
階
を
追
っ
て
取
り
組
む
こ
と
で
「
意

識
」
か
ら
、「
実
技
」
ま
で
の
習
得
も
可
能
で
あ
り
、
心
肺
蘇
生
法

の
み
で
な
く
、
様
々
な
応
急
手
当
も
習
得
で
き
、
不
測
の
事
態
に
も

対
応
で
き
る
の
で
は
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は

多
く
の
質
問
で
学
習
後
の
数
字
が
高
か
っ
た
。
実
際
、
児
童
・
生
徒

が
事
故
現
場
に
遭
遇
し
た
際
の
応
急
手
当
が
可
能
か
は
不
透
明
で
あ

る
が
、
今
回
の
教
育
で
個
々
の
「
自
信
」
に
つ
な
が
っ
た
結
果
で
あ

る
と
推
測
す
る
。

ま
と
め

学
校
教
育
に
お
け
る
応
急
手
当
普
及
啓
発
の「
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

及
び
「
視
聴
覚
教
材
」
の
作
成
を
行
っ
た
。

成
果
物
を
活
用
し
児
童
・
生
徒
に
対
し
て
応
急
手
当
学
習
を
行
っ

た
結
果
、
受
講
者
の
意
識
の
向
上
、
技
術
が
習
得
可
能
と
な
り
、
自

信
に
つ
な
が
っ
た
。

タイトル 内 容

応急手当の重要性 実話を基に応急手当の必要の説明

救急クイズ（応急手当の重要性） クイズ形式で学ぶ

救急クイズ（１１９番通報） クイズ形式で学ぶ

指導用VTR

１ 心肺蘇生法の一連 心肺蘇生法の一連の流れを収録

２ 心肺蘇生法の解説 心肺蘇生法の手技ごとにポイントの説明

３ AEDの取り扱いの流れ AEDの取り扱い方・一連の流れ

４ AED使用法の解説 AEDの手技ごとにポイントの解説・説明

５ １１９番通報のポイント １１９番通報のポイント及び解説

６ 止血法 止血の要領

７ ケガに対する応急手当 骨折・打撲時の応急手当要領

８ 搬送法 傷病者の搬送要領

９ 異物除去法 異物除去要領

10 体位管理法 各体位の説明

再現VTR

１ がんばれ板垣君
（心肺蘇生法・AED） 心肺停止患者の観察及び処置要領

２ がんばれひろし君
（止血法） 出血時の観察及び処置要領

３ がんばれたかし君
（熱中症・搬送法・体位管理） 熱中症の観察及び処置要領

解剖生理VTR

１ 循環・呼吸のメカニズム 心肺蘇生法に必要な解剖生理

２ 熱中症のメカニズム 脱水症状が引き起こす体のメカニズム

その他

用語集 応急手当に出てくる専門用語
図 「教材項目内容」

視聴覚教材「あなたが最初の救急隊員」収録内容
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一 

教
育
訓
練
事
業

各
都
道
府
県
を
通
じ
て
推
薦
さ
れ
た
救
急
隊
員
を
対
象

と
し
て
、
救
急
救
命
士
の
国
家
試
験
受
験
資
格
を
取
得
さ

せ
る
た
め
、
東
京
研
修
所
及
び
九
州
研
修
所
に
お
い
て
次

の
と
お
り
研
修
を
実
施
し
た
。

新
規
養
成
課
程
の
前
期
（
東
京
研
修
所
第
三
二
期
）
の

研
修
は
、
平
成
一
九
年
四
月
六
日
か
ら
一
〇
月
一
二
日
ま

で
の
約
七
ヶ
月
間
に
わ
た
り
実
施
し
た
。
東
京
研
修
所
に

三
〇
〇
人
が
入
学
し
、
二
九
九
人
が
卒
業
し
た
。

後
期
（
東
京
研
修
所
第
三
三
期
及
び
九
州
研
修
所
第

二
四
期
）
の
研
修
は
、
平
成
一
九
年
九
月
一
三
日
か
ら
平

成
二
〇
年
三
月
二
四
日
ま
で
の
約
七
ヶ
月
間
に
わ
た
り
実

施
し
た
。
東
京
研
修
所
に
二
九
九
人
、
九
州
研
修
所
に

一
九
八
人
が
入
学
し
、
そ
れ
ぞ
れ
全
員
卒
業
し
た
。

研
修
に
お
い
て
は
、
高
度
な
応
急
処
置
を
行
う
た
め
に

必
要
な
専
門
基
礎
分
野
及
び
専
門
分
野
の
講
義
を
中
心
と

し
た
授
業
を
行
っ
た
ほ
か
、
臨
地
実
習
と
し
て
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
（
模
擬
実
習
）、
臨
床
実
習
（
病
院
実
習
）

及
び
救
急
自
動
車
同
乗
実
習
を
行
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
臨

床
実
習
は
、
一
八
八
の
医
療
機
関
（
四
七
都
道
府
県
）
に

研
修
生
を
派
遣
し
た
。

ま
た
、
既
資
格
取
得
者
を
対
象
と
し
た
薬
剤
投
与
追
加

講
習
は
、
平
成
一
九
年
四
月
五
日
か
ら
九
月
八
日
ま
で
の

間
を
四
期
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
約
一
ヶ
月
に
わ
た
り
実

施
し
た
。

第
一
期
二
〇
一
人
、
第
二
期
一
九
九
人
、
第
三
期

二
〇
一
人
、
第
四
期
二
〇
二
人
が
入
講
し
、
合
計
で
総
数

八
〇
三
人
が
講
習
を
修
了
し
た
。

国
家
試
験
の
結
果
（
現
役
）
に
つ
い
て
は
、
東
京
研
修

所
の
前
期
研
修
生
が
二
九
三
人
、
後
期
研
修
生
が
二
九
二

人
、
九
州
研
修
所
研
修
生
が
一
九
五
人
合
格
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
両
研
修
所
の
卒
業
生
で
国
家
試
験
に
合

格
し
た
者
（
再
受
験
者
を
含
む
。）
は
、
第
一
期
か
ら
の

累
計
で
、
一
二
、八
〇
〇
人
と
な
っ
た
。

二 

調
査
研
究
事
業

㈠�

救
急
業
務
先
進
国
に
お
け
る
救
急
制
度
に
関
す
る
調

査
研
究

�

小
倉
真
治
岐
阜
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
救
急
・

災
害
医
学
分
野
教
授
を
中
心
と
し
て
、
平
成
一
九
年

一
一
月
三
日
か
ら
一
一
月
一
二
日
ま
で
の
一
〇
日
間
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
い
て
、
危
機
管
理
活
動
と
危
機
管

理
情
報
の
調
査
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
お
い
て
、
救
急
医
療

教
育
の
た
め
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
訓
練
施
設
や
災
害

医
療
に
対
す
る
企
業
の
取
り
組
み
状
況
等
の
調
査
を

行
っ
た
。

㈡

救
急
救
命
の
高
度
化
の
推
進
に
関
す
る
調
査
研
究

�

プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
ケ
ア
の
充
実
に
関
わ
る
救
急
業

務
及
び
救
急
医
療
の
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
て
研
究
委

託
を
行
っ
た
。

�
研
究
委
託
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、「
救
急
の
課
題

等
検
討
委
員
会
」（
委
員
長
：
山
本
保
博
日
本
医
科
大

学
救
急
医
学
主
任
教
授
）
で
研
究
課
題
を
決
定
し
、
次

の
二
団
体
へ
研
究
委
託
し
た
。

［
研
究
委
託
団
体
］

○
北
海
道
公
立
大
学
法
人
札
幌
医
科
大
学

�「
北
海
道
の
救
急
医
療
体
制
に
お
け
る
、
航
空
搬
送

の
活
用
︱
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
消
防
ヘ
リ
等
の
連
携
︱
」

○
集
団
災
害
等
に
対
す
る
Ｍ
Ｃ
体
制
の
在
り
方
研
究
会

�「
集
団
災
害
、
自
然
災
害
時
の
Ｍ
Ｃ
体
制
の
在
り
方

に
関
す
る
研
究
」

㈢

全
国
救
急
隊
員
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

�

全
国
の
救
急
隊
員
等
を
対
象
と
し
て
、
実
務
的
な
観

点
か
ら
の
研
究
発
表
及
び
意
見
交
換
の
場
を
提
供
し
、

救
急
業
務
の
充
実
と
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
「
第
一
六
回
全
国
救
急
隊
員
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
静

岡
市
消
防
防
災
局
と
共
同
で
、「『
ひ
と
・
愛
』
み
ん
な

の
力
を
ひ
と
つ
に
～
救
命
の
リ
レ
ー
今
静
岡
か
ら
～
」

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
平
成
二
〇
年
一
月
二
四
日
・

二
五
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、
静
岡
市
（
グ
ラ
ン
シ
ッ

プ
）
で
開
催
し
、
全
国
か
ら
二
、九
二
六
名
の
救
急
隊

員
等
が
参
加
し
た
。

�

全
国
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
議
会
連
絡
会
会

長
で
、
帝
京
平
成
大
学
現
代
ラ
イ
フ
学
部
の
小
林
國
男

教
授
が
、「
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
体
制
の
現
況

と
展
望
」
を
テ
ー
マ
に
特
別
講
演
を
、
東
京
医
科
大
学

の
行
岡
哲
男
主
任
教
授
が「
救
急
現
場
に
お
け
る
接
遇
」

に
つ
い
て
、
杏
林
大
学
の
山
口
芳
裕
主
任
教
授
と
正
林

督
章
厚
生
労
働
省
感
染
症
対
策
企
画
調
整
官
が
、
救
急

隊
員
に
必
要
な
「
感
染
症
対
策
」
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

教
育
講
演
を
行
っ
た
。

�

ま
た
、
今
回
初
の
試
み
と
し
て
行
わ
れ
た
一
般
市
民

参
加
の
「
公
開
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は
、
救

急
隊
員
と
市
民
が
一
体
と
な
っ
た
救
急
訓
練
を
展
開

し
、「
公
開
講
座
」
で
は
、
応
急
手
当
に
関
す
る
講
義

と
実
技
指
導
が
行
わ
れ
た
。

�

こ
の
結
果
、
今
回
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
あ
る
「
救
命

の
リ
レ
ー
第
一
走
者
」
が
、
中
学
生
か
ら
主
婦
ま
で
多

彩
な
顔
ぶ
れ
で
誕
生
し
た
。

�

さ
ら
に
、
現
場
に
近
い
状
況
を
設
定
し
、
実
技
を
交

え
て
指
導
を
行
う
ラ
イ
ブ
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、「
特
定

行
為
に
お
け
る
注
意
点
」
と
題
し
、
気
管
挿
管
と
薬
剤

投
与
の
手
法
に
つ
い
て
と
「
分
娩
介
助
」
が
行
わ
れ
た

ほ
か
、
訴
訟
対
策
を
学
ぶ
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
、
そ
の
他
、

発
表
演
題
数
の
大
幅
な
増
加
等
に
よ
り
、
用
意
さ
れ
た

六
つ
の
会
場
す
べ
て
に
お
い
て
、
熱
く
活
発
な
討
議
、

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

㈣

救
急
に
関
す
る
調
査
研
究
助
成
事
業

�

プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
ケ
ア
の
充
実
に
資
す
る
た
め
、救

急
業
務
等
に
関
す
る
先
進
的
な
調
査
研
究
事
業
を
実
施

し
て
い
る
団
体
に
対
し
て
研
究
費
の
助
成
を
行
っ
た
。

�

助
成
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、「
救
急
に
関
す
る
調

査
研
究
事
業
助
成
審
査
委
員
会
」（
委
員
長
：
島
崎
修

次
杏
林
大
学
医
学
部
教
授
）
で
審
査
し
、
次
の
八
団
体

を
決
定
し
た
。

［
助
成
団
体
］

○
山
口
大
学	

山
勢  

博
彰

�

「
心
肺
蘇
生
処
置
中
の
家
族
の
立
ち
会
い
に
関
す

る
医
療
従
事
者
の
意
識
調
査
」

○
帝
京
大
学	

竹
内  

保
男

�
「
各
種
搬
送
資
器
材
に
お
け
るA

uto Pulse

使
用

の
有
用
性
の
検
討
」

財
団
法
人

救
急
振
興
財
団

平
成
一
九
年
度
事
業
報
告
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○
鳥
取
大
学	

八
木  

啓
一

「
電
子
聴
診
器
を
用
い
た
呼
吸
音
の
分
析
」

○
奈
良
県
Ｍ
Ｃ
協
議
会	

今
西  

正
巳

�

「
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
ケ
ア
に
お
け
る
Ｐ
Ｃ
Ｅ
Ｃ

（Prehospital Com
a Evaluation &

 Care

）
と

Ｐ
Ｓ
Ｌ
Ｓ
（Prehospital Stroke Life Support

）
の

有
用
性
」

○�

財
団
法
人
田
附
興
風
会
医
学
研
究
所
北
野
病
院

	

松
月  

み
ど
り

�

「
急
性
期
病
院
で
実
践
で
き
る
救
急
救
命
士
の
役

割
の
検
討
」

○
国
士
舘
大
学	

田
中  

秀
治

�

「
搬
送
機
能
を
付
加
し
たLoad-distributing 

band vest CPR

装
置
の
開
発
」

○
五
條
市
消
防
本
部	

辻
本  

博
文

�

「
救
急
現
場
に
お
け
る
活
動
経
過
時
間
の
記
録
方
法
」

○
出
雲
市
消
防
本
部	
飯
塚  

行
則

�

「
学
校
教
育
に
お
け
る
応
急
手
当
普
及
啓
発
の「
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
及
び
「
視
聴
覚
教
材
」
の
開
発
」

三 

普
及
啓
発
・
広
報
事
業

㈠

広
報
事
業

①

財
団
機
関
誌
発
行
事
業

      �

財
団
の
諸
事
業
及
び
活
動
内
容
を
広
く
関
係
者
に

周
知
す
る
と
と
も
に
、
救
急
に
関
す
る
情
報
等
を
幅

広
く
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
、
都
道
府
県
、
市

町
村
、
消
防
機
関
及
び
医
療
機
関
と
の
連
携
の
強
化

に
資
す
る
た
め
、
機
関
誌
「
救
急
救
命
」
を
定
期
的

に
発
行
し
て
い
る
。

      �

平
成
一
九
年
度
は
、
第
一
八
号
を
五
月
、
第
一
九

号
を
一
一
月
に
各
七
、〇
〇
〇
部
発
行
し
、
関
係
機

関
に
送
付
し
た
。

②�

「
救
急
の
日
」
出
展
に
よ
る
財
団
紹
介
広
報
事
業

�

平
成
一
九
年
九
月
一
三
日
及
び
一
四
日
の
両
日

に
、
新
宿
西
口
広
場
で
行
わ
れ
た
「
救
急
の
日

二
〇
〇
七
」
の
行
事
に
お
い
て
、
当
財
団
の
事
業
及

び
活
動
を
広
く
国
民
に
広
報
す
る
た
め
、
事
業
活
動

パ
ネ
ル
を
出
展
し
た
。

㈡

応
急
手
当
等
普
及
啓
発
資
器
材
等
の
支
援
事
業

①�

心
肺
蘇
生
訓
練
用
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
及
び
応
急
手

当
講
習
用
テ
キ
ス
ト
等
の
寄
贈

      �

消
防
機
関
に
よ
る
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
活
動
を

支
援
す
る
た
め
、
普
及
啓
発
の
講
習
会
で
使
用
す
る

「
心
肺
蘇
生
訓
練
用
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
」、「
Ａ
Ｅ
Ｄ

ト
レ
ー
ナ
ー
」、「
応
急
手
当
講
習
用
テ
キ
ス
ト
」、「
応

急
手
当
普
及
啓
発
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
」及
び「
応
急
手
当
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
付
感
染
防
止
用
シ
ー
ル
ド
」
を
一
二
六
消

防
本
部
に
寄
贈
し
た
。

②

救
急
普
及
啓
発
広
報
車
の
寄
贈

�

応
急
手
当
の
普
及
啓
発
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、

「
救
急
普
及
啓
発
広
報
車
」
を
製
作
し
、
四
消
防
本

部
（
北
海
道
小
樽
市
消
防
本
部
、
福
島
県
福
島
市
消

防
本
部
、
愛
知
県
豊
橋
市
消
防
本
部
、
愛
媛
県
西
条

市
消
防
本
部
）
に
寄
贈
し
た
。

③�

「
救
急
の
日
」
の
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
・
配
付

�

救
急
医
療
及
び
救
急
業
務
に
対
す
る
国
民
の
正
し

い
理
解
と
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
心
肺
蘇
生
法

を
中
心
と
し
た
適
切
な
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
の
推

進
を
図
る
た
め
、「
救
急
の
日
」
の
ポ
ス
タ
ー
を
約

八
〇
、〇
〇
〇
枚
作
成
し
、
都
道
府
県
消
防
主
管
課

及
び
消
防
本
部
等
に
配
付
し
た
。

㈢

応
急
手
当
普
及
啓
発
推
進
事
業

�

救
命
率
の
一
層
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
地
域
の
住

民
組
織
と
消
防
機
関
が
協
力
連
携
し
て
実
施
す
る
応
急

手
当
の
講
習
活
動
に
対
し
て
支
援
を
行
っ
た
。

�
平
成
一
九
年
度
も
、
地
域
の
防
火
防
災
意
識
の
高
揚

を
図
る
た
め
に
全
国
的
に
組
織
さ
れ
て
い
る
「
婦
人
防

火
ク
ラ
ブ
」
を
通
じ
て
、
応
急
手
当
の
普
及
実
践
活
動

を
積
極
的
に
支
援
す
る
こ
と
と
し
、
財
団
法
人
日
本
防

火
協
会
へ
の
委
託
に
よ
り
、
全
国
二
〇
地
域
で
応
急
手

当
講
習
会
が
開
催
さ
れ
、
二
、一
七
〇
人
の
普
通
救
命

講
習
修
了
者
が
養
成
さ
れ
た
。

四 

救
急
基
金
事
業

�

住
民
か
ら
の
広
範
な
寄
付
に
よ
り
造
成
さ
れ
て
い
る

救
急
基
金
の
運
用
益
を
活
用
し
、
心
肺
蘇
生
訓
練
用
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
（
成
体
、
乳
児
）
各
一
体
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
ト

レ
ー
ナ
ー
一
台
、人
工
呼
吸
用
携
帯
マ
ス
ク
五
〇
〇
枚
、

応
急
手
当
講
習
用
テ
キ
ス
ト
三
〇
〇
冊
、
応
急
手
当
講

習
Ｄ
Ｖ
Ｄ
一
〇
枚
を
、
六
消
防
本
部
（
福
島
県
双
葉
地

方
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部
、
新
潟
県
柏
崎
市
消

防
本
部
、
京
都
府
乙
訓
消
防
組
合
消
防
本
部
、
兵
庫
県 

豊
岡
市
消
防
本
部
、
熊
本
県
宇
城
広
域
消
防
本
部
、
大

分
県
佐
伯
市
消
防
本
部
）
に
そ
れ
ぞ
れ
交
付
し
た
。

五 

そ
の
他

㈠

理
事
会
の
開
催

㈡

評
議
員
会
の
開
催

区

分

開
催
日

議

案

書
面
表
決
平
成
19
年

5
月
9
日
評
議
員
の
選
任
に
つ
い
て

書
面
表
決
平
成
19
年

6
月
6
日
評
議
員
の
選
任
に
つ
い
て

第
41
回
平
成
19
年

6
月
22
日

①�

平
成
18
年
度
事
業
報
告
に

つ
い
て

②�

平
成
18
年
度
決
算
報
告
に

つ
い
て

書
面
表
決
平
成
19
年

7
月
5
日
評
議
員
の
選
任
に
つ
い
て

書
面
表
決
平
成
19
年

8
月
1
日
顧
問
の
委
嘱
に
つ
い
て

書
面
表
決
平
成
20
年

2
月
20
日
評
議
員
の
選
任
に
つ
い
て

第
42
回
平
成
20
年

3
月
18
日

①�

平
成
19
年
度
補
正
予
算

（
案
）に
つ
い
て

②�

平
成
20
年
度
事
業
計
画

（
案
）に
つ
い
て

③�

平
成
20
年
度
収
支
予
算

（
案
）に
つ
い
て

区

分

開
催
日

議

案

書
面
表
決
平
成
19
年

6
月
6
日
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

第
34
回
平
成
19
年

6
月
21
日

①�

平
成
18
年
度
事
業
報
告
に

つ
い
て

②�

平
成
18
年
度
決
算
報
告
に

つ
い
て

第
35
回
平
成
20
年

3
月
17
日

①�

平
成
19
年
度
補
正
予
算

（
案
）に
つ
い
て

②�

平
成
20
年
度
事
業
計
画

（
案
）に
つ
い
て

③�

平
成
20
年
度
収
支
予
算

（
案
）に
つ
い
て





救急救命 第21号 34

-
救
急
救
命
の
高
度
化
の
推
進
に
関
す
る
調
査
研
究
事
業
』
事
業
委
託
団
体
及
び

-
救
急
に
関
す
る
調
査
研
究
助
成
事
業
』
助
成
団
体
の
募
集

事業概要

I 1.救急救命の高度化の推進に関する固査研究事雛
ブレホスピタルケアの質の向上と救急業務の諸問題の解決lこ向l才て、必要な研究在行うことを目的に、

当財団が指定するテーマに沿った研究課題で調査研究を行う委託先を募集します。

包救急に関する調査研究助成事業

救急業務に関する先進的拡調査朝究在行う回日本に対し、当該研究に必要芯経費の助成を行います。

1. r救急救命の高度化の推進に関する調査研究事業j事業震託団体の募集
I応募賓格1
消防機関、医痘機関汲ぴ地域メディカルコントロール協欝会等、公益を目的とレて調査研究を行う団体。

I委託研究テーマ1
以下のい昔れかのテーマに闘して研究課題を設定し、事業実施計画在提出すること。

ウツヲイン統計

救急撮送

応急手当普及啓発活動

車症度・緊急度判断

消防広域化とメディカルコントロール

救急業務体制

[要民期間1
原則として、平成21年4月1日から平成22年3月10日 (ただし、 E年を限度に委託研究期聞を延長

して申請するととができる。委託研究期聞については、事業実施計画ゆ内容により当財団が快定する。)

[委託金額1
1契約1<:っき200万円以内 (委託金の使途は、当該研究に要する費用とし、備晶の購入等は除く。)

[委託件数1
E件程度

[選考1
当財団の「救急の課題等検討委員会」において審査選考し、結果を申請者に通知するとともに、

当財団ホ ムベ ジ (http://www.fasd.or.jp)において公表します。
[その他1
①委託研究に係る費用はすべて委託費をもって賄わ怠ければ芯ら芯い。

②委証期間中は、委証研究の内容を第三者に公表しては芯5砿い。
③研究終了後は、すbやかに成果物を当財団に提出宮るとと。

③当財団は、成果物の内容の一部または全部を、刊行物その他適宜の方法をもって公表で音るものとする。

⑤委託研究終了の翌年度に当財団が成果物を報告書としてまとめ、全国の各消防本部等に発送する。

2. r救急に関する調査研究助成事業」助成団体の募集
[応募資格1
消防機関、医療機関及び地域メディカルコントロ ル協議会等、公益を目的として調査研究在行う団体。

[助成対象課題]

救急業務に闘する先進的拡園査研究全般

(過去に助成された研究課題1..，当財団のホームページ (httロIlwww.fasd.or.jp)でご覧になれます。)

I研究期間1
平成21年4月1日かS平成22年3月10日

[助成金額1
1団体1<:つ音100万円以内

(助成金の使途は、当該研究及び当財団に提出する報告書作成に要する費用とし、備晶の購入等1..除く。)

I助成件数1
自件程度

I還考1
当財団の「救急に関する調査研究事業助成審査委員会」において審査選考し、結果を申請者に通知する

とともに当財団ホームページ (httロIlwww.fasd.or.jp)において公表します。

[その他1
①研究期間内に成果物を報告書とレてまとめ、当財団に5部提出する。

② 当財団は、成果物の内容の一部文は全部を、刊行物その他適宜の方法をもって公表で音るものとする。

応募方法

申請者は、当財団ホムベジ (http://www.fasd.or.jロ}から申請書類をダウンロ ドレ、下記あて先

まで郵送する。 "，."....._.......~J+-
申請書類送付先 | 干192ー0364 東京都以王子市南大沢4一日

財団法人救急振興財団 企画調査課

応募締切日

聞い合わせ先

平成20年 12月26日(金)必着

企画調査課高山栗原 TEL042-675一日目31
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①住所、②氏名、③年齢、④職業、⑤21号を読んで印象に残った記事、その他ご意見、ご感想
などをご記入のうえ、
〒192‒0364 東京都八王子市南大沢4－6 財団法人救急振興財団
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インフォメーション

～『救急救命』では、皆さまからの情報をお待ちしております～
『救急救命』編集室では、読者の皆さまからの様々な情報や投稿を随時受け付けています。
以下の要領を参照のうえ、どしどしお寄せください。

募 集 内 容

●一工夫した救命講習会や応急手当の普及活動（自薦・他薦どちらでも構いません）
●読者に広く知らせたい（消防本部などの）救急に関する取組みについて
●印象に残っている講習会・エピソード

ご連絡・お問い合わせ先

〒192‒0364 東京都八王子市南大沢4－6 財団法人救急振興財団
 『救急救命』編集室 インフォメーション  係

ＴＥＬ 042‒675‒9931 ＦＡＸ 042‒675‒9050 E‒mail：kikaku-info@fasd.or.jp

救急振興財団のホームページ
からバックナンバーをご覧い
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＊上記に該当しないものでも救急に関する情報であれば、どんなことでも結構です。
また、取材を希望される消防本部又は救急関係団体は、編集室までご連絡ください。
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プレゼントいたします。提供者多数の場合は抽選で50名様となります。プレゼント
の発送をもって発表に代えさせていただきます。

こ
こ
の
と
こ
ろ
、
私
を
含
め
同
期
に
資
格
を
取

得
し
た
救
急
救
命
士
が
現
場
を
離
れ
た
と
の
便
り

を
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
財
団
の
新
規

研
修
を
受
け
国
家
試
験
に
合
格
し
て
か
ら
、
早
や

一
三
年
余
り
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
我
な

が
ら
、も
う
そ
ん
な
に
経
っ
た
の
か
と
、誇
ら
し
く
、

ま
た
、
災
害
現
場
か
ら
遠
く
離
れ
て
し
ま
っ
た
こ

と
を
、
さ
び
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

あ
の
こ
ろ
の
怖
い
も
の
知
ら
ず
の
救
命
士
だ
っ

た
私
は
、
救
急
業
務
に
つ
い
て
正
論
（
無
理
、
ご

り
押
し
含
む
）を
振
り
か
ざ
し
て
、た
び
た
び
先
輩
・

上
司
を
困
ら
せ
た
も
の
で
、
う
ま
く
い
っ
た
こ
と

も
、
い
か
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
た
だ
、

こ
こ
ま
で
無
事
で
い
ら
れ
た
の
は
、
た
く
さ
ん
の

方
々
に
助
け
ら
れ
、
導
い
て
い
た
だ
い
た
か
ら
だ

と
、
近
ご
ろ
は
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
こ
と
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
よ
く
聞

く
「
最
近
の
若
い
奴
ら
は
…
」
は
、
一
昔
前
の
自

分
の
こ
と
で
あ
る
の
だ
な
～
と
思
っ
て
み
た
り
し

て
、
私
が
あ
の
時
の
先
輩
・
上
司
の
よ
う
に
「
牙

を
剝
い
て
吠
え
か
か
る
若
者
（
私
が
そ
う
で
し
た
）」

を
導
く
こ
と
が
で
き
る
か
、
甚
だ
自
信
が
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
っ
た
く
、
役
回
り
と
は
い
え
、
責
任
の

重
さ
を
感
じ
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。   （
Ｙ
・
Ｓ
）
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皆様から寄せられた寄付金は、
応急手当の普及など救急の振興のために活用されます。

救急基金箱は消防本部などに設置されていますが、
お問い合わせは 救急振興財団事務局総務課にお願いします。

財団法人 救急振興財団

１分１秒を争う、いのちのために
活かします、あなたの思いやり「救急基金」

財
団
法
人
救
急
振
興
財
団

救
急
救
命

通
巻
第
21

20

号

平
成

年

月
30
日
発
行
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